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�しくみと使い方�
　〈特長〉
１．小学校で学習する理科の内容を上下巻にまとめたテキストです。

２�．下巻は小学校６年生で学習する内容を中心に，中学受験で役に立つことがらも収録しました。

３�．各講座，「要点のまとめ」→「基本問題」→「練習問題」の形式になっており，確実に基礎

や考え方が身につくように編集してあります。

４�．各単元で重要と考えられる観察図，実験図は，まとめや問題のなかでふんだんに使いました。

また，特にページをもうけたところもあります。これらの図は理科学習の発
はっ

展
てん

に大きく役立つ

でしょう。

　〈しくみ〉	 　〈使い方〉
①　 要点のまとめ � ��　学習する基本事項を中心にまとめてあり，さらにややレベルの髙い

発展事項もふくんでいます。特に大切な点はポイントとして書き出し

てありますから，注意して読んで下さい。

②　 基		本		問		題 � ��「要点のまとめ」を読んでから，自分で解いてみて下さい。問題の

なかで，基本事項がどうあつかわれているかを知ることが重要です。

わからないことがあれば，もう一度「要点のまとめ」を読み直して下

さい。

③　 練		習		問		題 � ��　その講座で学習したことがらを総合問題形式にしてあります。中学

入試レベルの問題もふくんでいますので，チャレンジして下さい。

④　 チャレンジコーナー � ��　発展的な内容をとりあげています。考える力や工夫する力を身につ

けるための問題です。
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てこのはたらき　97

⑵　太さのいちようでないぼうのつり合い

①　ぼうだけのとき…真ん中を支点にしてもぼうはつり合わないが，ぼうの太い方へ支点をずらしてい

くと，ある一点でぼうはつり合う（図１）。この点を重
じゅう

心
しん

という。

②　お�もりをつるしたとき…図１のように重心を支点にしてつり合わせたあと，支点の左側と右側で，

（おもりの重さ）×（支点からの長さ）の値が等しいときにつり合う。

2　てんびん
　てんびんは，ぼうのつり合いを利用した道具である。

右の図のようにつり合っているとき，支点の左側と右側

で，（おもりの重さ）×（支点からの長さ）の値は等しい。

　ａ×Ｗ１＝ａ×Ｗ２ ⇨ Ｗ１＝Ｗ２

Ｗ１，Ｗ２のどちらかの重さがわかれば，もう１つの

おもりの重さがわかる。

3　力の大きさとばね
　ばねののびは，右のグラフのように，つる

したおもりの重さに比例する。

　①�　ばねののびをはかって，つるしたおもり

の重さを知ることができる。

　②�　ばねののびをはかって，引いた力の大き

さを知ることができる。

ばねののびは，おもりの

重さに比例する。

　③　上の図のように，ばねに２0のおもりをつるし，ばねが４のびているとき，このばねはおもりから

２0，手から２0の力を受けてつり合っている。このことから，同じばねを用いて下の図のあ，い，う

のようにおもりをつるしたとき，これらのばねはすべて両側から２0の力を受けてつり合っているので，

ばねののびはすべて同じ４になる。

も
と
の
長
さ�

ば
ね
の
長
さ�

ば
ね
の
の
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㎝
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	１	力の大きさとつり合い
1　ぼうのつり合い
　　ぼうを糸などで支え，その左右におもりをつるしてぼうが水平になるとき，ぼうは「つり合っている」

という。

⑴ 太さのいちようなぼうのつり合い

① ぼうだけのとき…ぼうの真ん中を糸でつるすとつり合う。（図１）糸でつるしている部分を支点とい

う。

② お�もりをつるしたとき…図１のあと，支点の左側と右側におもりをつるすと，図２，図５，図６の

ときつり合っている。これらのことから，次のことがいえる。

支点の左側と右側で，（おもりの重さ）×（支点からの長さ）の値
あたい

が等しいときにつり合う。

たとえば，図６では左側も右側も（おもりの重さ）×（支点からの長さ）＝１２となっている。

また，図５のように，おもりをつるす糸をむすんで短くしても，つり合いは変わらない。

支点の左側と右側で，（ぼうをかたむけるはたらきの大きさ）＝（おもりの重さ）×（支

点からの長さ）が同じになるとき，ぼうは水平につり合う。

図１ 図２ 

図３ 図４ 

図５ 図６ 
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7 てこのはたらき
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てこのはたらき　99

4�〈てんびんのつり合い〉　右の図は，

ぼうのつり合いを利用した，てんびん

を表したもので，皿に何ものせないと

きは左右がつり合っています。これに

ついて，次の問いに答えなさい。

　⑴�　てんびんとして正しくはたらかせ

るための必要な条件を，次から選び

なさい。� （　　　　）

　　ア　支点の左右で皿の重さを同じにする。

　　イ　皿から支点までの距
きょ

離
り

を，左右同じにする。

　　ウ　支点がぼうの真ん中にくるようにする。

　⑵�　左の皿にのせたおもりの重さが１00のとき，右の皿にものをのせたら，つ

り合いました。このものの重さは，何ですか。� （　　　　　）

5�〈ばねののびと力の大きさ〉　右の図のように，ば

ねに５0のおもりをつるしました。これについて，

次の問いに答えなさい。

　⑴�　ばねにおもりを１個つるしたときと，２個つる

したときとでは，どちらがたくさんばねはのびま

すか。

� （　　　　　　　　　　）

　⑵�　ばねにおもりを１個つるしたところ，ばねにと

りつけたはりは２をさしました。おもりを２個

つるしたら４をさしました。このばねにおもり

を３個つるすと，はりは何のところをさします

か。

� （　　　　）

　⑶�　次に，おもりを２個はずして１個にしました。ばねののびはどうなりますか。

また，はりは何のところをさしますか。

� ばねののび（　　　　　　　）

� はり（　　　　）

　⑷�　おもりを全部とりはずし，ばねを手で引いてみました。ばねののびが大きく

なると，だんだん引きやすくなりますか，それとも，引くのがたいへんになり

ますか。

� （　　　　　　　　　　　　　　）

　⑸�　このばねを手で引いたところ，はりは８をさしました。手で引いた力はお

もり何個分のときと同じかを考え，そのときのおもりの重さを求めて，引いた

力の大きさを答えなさい。

� （　　　　　）

・てんびんでは，支
点の左右につるし
たものの重さが同
じになることが必
要。

・ばねののびは，お
もりの重さに比例
する。

支点

皿

おもり １00g

0 

� 

５0g�

は
り
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　　問題基本

1�〈太さのいちようなぼうのつり合い〉　太さのいちようなぼうに，いろいろなお

もりをつるして，つり合いを調べました。次のア〜カのうちから，つり合うもの

をすべて選びなさい。ただし，おもりをつるす糸の重さは考えないものとしま

す。� （　　　　　　　　）

2�〈太さのいちようでないぼうのつり合い〉　次の図１は，太さのいちようでない

ぼうがつり合っているところを示しています。図２は，図１のあと，左側におも

りをつり下げたところを示しています。図２では同じ重さのおもりを，右側のア

〜エのどこにつり下げると，ぼうはつり合いますか。� （　　　）

3�〈ぼうのつり合い〉　右の図

のように，太さのいちような

ぼうの左側に，おもりを２つ

つり下げました。これについ

て，次の問いに答えなさい。

　⑴�　２５のおもりが，ぼうをかたむけるはたらきの大きさを求めなさい。

� （　　　　）

　⑵�　３0のおもりが，ぼうをかたむけるはたらきの大きさを求めなさい。

� （　　　　）

　⑶　２つのおもりがぼうをかたむけるはたらきの大きさの合計を求めなさい。

� （　　　　）

　⑷　図のＡの位置に何のおもりをつるせば，つり合いますか。� （　　　　）

・（おもりの重さ）
×（支点からの長
さ）が左右で等し
くなったとき，ぼ
うはつり合う。

・図２では，太さの
いちようなぼうの
つり合いと同じよ
うに考えてよい。

・２５と３0に対す
る（おもりの重さ）
×（支点からの長
さ）を求めて，そ
れらの和が，支点
の右側と同じにな
るとつり合う。
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〜エのどこにつり下げると，ぼうはつり合いますか。� （　　　）

3�〈ぼうのつり合い〉　右の図
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ぼうの左側に，おもりを２つ
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て，次の問いに答えなさい。

　⑴�　２５のおもりが，ぼうをかたむけるはたらきの大きさを求めなさい。

� （　　　　）

　⑵�　３0のおもりが，ぼうをかたむけるはたらきの大きさを求めなさい。

� （　　　　）

　⑶　２つのおもりがぼうをかたむけるはたらきの大きさの合計を求めなさい。

� （　　　　）

　⑷　図のＡの位置に何のおもりをつるせば，つり合いますか。� （　　　　）

・（おもりの重さ）
×（支点からの長
さ）が左右で等し
くなったとき，ぼ
うはつり合う。

・図２では，太さの
いちようなぼうの
つり合いと同じよ
うに考えてよい。

・２５と３0に対す
る（おもりの重さ）
×（支点からの長
さ）を求めて，そ
れらの和が，支点
の右側と同じにな
るとつり合う。
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8� 次の図１のように，１個２0のおもりをいくつかつるして，ばね全体の長さとおもりの個数との関係を

調べると，下の表のようになりました。これについて，あとの問いに答えなさい。

おもりの個数（個） １ ２ ３ ４ ５ ６
ばね全体の長さ（） ３１．５ ３３．７ ３５．９ ３８．１ ４0．３ ４２．５

　⑴　このばねは，おもり１個につき何のびますか。

� （　　　　　）

　⑵　図１と同じばねを使って，図２のようにつなぎました。図１と同じ長さだけ，１本１本のばねをのば

すには，Ａ〜Ｄのところに，それぞれ何個のおもりをつるせばよいですか。

� Ａ（　　　　）　Ｂ（　　　　）　Ｃ（　　　　）　Ｄ（　　　　）

9� 長さが１８0のぼうＡと，

長さが６0のぼうＢを，糸で

つるし，ぼうＡの真ん中を，

右の図のように，水平に支え

ました。ぼうの重さは，どち

らも１あたり２あります。

これについて，次の問いに答

えなさい。ただし，糸の重さ

は考えないものとします。

　⑴　Ｂのぼうの重さは何ですか。

� （　　　　　）

　⑵　Ａのぼうの支点の左側に，Ｂのぼうと同じ重さのおもりをつるしてつり合わせるとき，支点から何

のところにつるせばよいですか。

� （　　　　　）

　⑶　Ａのぼうの左はしの点ａに何のおもりをつるすと，つり合いますか。

� （　　　　　）

　⑷　Ｂのぼうの左はしの点ｄに１２0のおもりをつるしたとき，Ａのぼうの左はしの点ａに何のおもり

をつるすと，つり合いますか。

� （　　　　　）

　⑸　Ｂのぼうの真ん中に１２0のおもりをつるしたとき，Ａのぼうの左はしの点ａに何のおもりをつる

すと，つり合いますか。

� （　　　　　）

　⑹　Ｂのぼうに４00のおもりをつるし，点ａのおもりを３２0にかえたら，やはりつり合いました。４00

のおもりはＢのぼうの左はしの点ｄから何のところにつるしましたか。

� （　　　　　）

図１ 図２

A B C D

９0㎝ ３0㎝

支点
a A

b

cd
B

糸 糸

MJ小6理科修正_本文.indd   101 2019/11/14   11:08

100

6� 右の図のように，ぼうの左はしを支点としてかべに固定し，支

点の右側におもりをつるしました。次のア〜ウのうち，正しいこ

とを述べているものを選びなさい。� （　　　）

　ア　支点からはなれたところへおもりをつるしたほうが，ぼうを

かたむけるはたらきは小さい。

　イ　支点の右側で，支点からの距
きょ

離
り

が小さいところに力を加えて

水平に保つには，上向きの大きな力が必要である。

　ウ　支点の右側なら，どんなばあいでも同じ大きさの上向きの力で水平にしておくことができる。

7� 太郎君と次郎君は，それぞれ，てんびんを

次のようにしてつくりました。これについて，

あとの問いに答えなさい。

　［つくり方］

　　①　細いぼうのかどを落として，およそ同じ太さの丸ぼうにけずる。

　　②　ぼうの真ん中を糸でしばり，つるしてみる。

　　③　ぼうのかたむいたほうを少しけずり，どちらにもかたむかないようにする。

　　④　紙で皿を２つつくり，糸をつける。

　　⑤　ぼうの真ん中から，左右同じ長さのところにかける。

　　太郎君は，このつくり方のとおりにてんびんをつくりました。

　　次郎君は，［つくり方③］のとき，糸をかたむいたほうに少し動かしたら，かたむきがなくなったので，

そのまま，皿の糸をぼうの両はしにかけて，つり合わせました。

　　太郎君は，Ｐの皿に１0のおもりをのせ，これとつり合うだけの砂をＱの皿にのせました。

　　次郎君も同じように，Ｒの皿に１0のおもりをのせ，Ｓの皿に砂をのせてつり合わせました。

　　この実験から，次の⑴〜⑷の（　）の中にあてはまるものを，下のア〜エから１つずつ選びなさい。ただ

し，同じものを２度選んでもかまいません。

　⑴　Ｑの皿の重さはＰの皿の重さ（　　　）。

　⑵　Ｓの皿の重さはＲの皿の重さ（　　　）。

　⑶　太郎君のはかった砂の重さは１0（　　　）。

　⑷　次郎君のはかった砂の重さは１0（　　　）。

　ア　と同じである

　イ　より重い

　ウ　より軽い

　エ　より軽いときも重いときもある
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8� 次の図１のように，１個２0のおもりをいくつかつるして，ばね全体の長さとおもりの個数との関係を

調べると，下の表のようになりました。これについて，あとの問いに答えなさい。

おもりの個数（個） １ ２ ３ ４ ５ ６
ばね全体の長さ（） ３１．５ ３３．７ ３５．９ ３８．１ ４0．３ ４２．５

　⑴　このばねは，おもり１個につき何のびますか。

� （　　　　　）

　⑵　図１と同じばねを使って，図２のようにつなぎました。図１と同じ長さだけ，１本１本のばねをのば

すには，Ａ〜Ｄのところに，それぞれ何個のおもりをつるせばよいですか。

� Ａ（　　　　）　Ｂ（　　　　）　Ｃ（　　　　）　Ｄ（　　　　）

9� 長さが１８0のぼうＡと，

長さが６0のぼうＢを，糸で

つるし，ぼうＡの真ん中を，

右の図のように，水平に支え

ました。ぼうの重さは，どち

らも１あたり２あります。

これについて，次の問いに答

えなさい。ただし，糸の重さ

は考えないものとします。

　⑴　Ｂのぼうの重さは何ですか。

� （　　　　　）

　⑵　Ａのぼうの支点の左側に，Ｂのぼうと同じ重さのおもりをつるしてつり合わせるとき，支点から何

のところにつるせばよいですか。

� （　　　　　）

　⑶　Ａのぼうの左はしの点ａに何のおもりをつるすと，つり合いますか。

� （　　　　　）

　⑷　Ｂのぼうの左はしの点ｄに１２0のおもりをつるしたとき，Ａのぼうの左はしの点ａに何のおもり

をつるすと，つり合いますか。

� （　　　　　）

　⑸　Ｂのぼうの真ん中に１２0のおもりをつるしたとき，Ａのぼうの左はしの点ａに何のおもりをつる

すと，つり合いますか。

� （　　　　　）

　⑹　Ｂのぼうに４00のおもりをつるし，点ａのおもりを３２0にかえたら，やはりつり合いました。４00

のおもりはＢのぼうの左はしの点ｄから何のところにつるしましたか。

� （　　　　　）

図１ 図２

A B C D

９0㎝ ３0㎝

支点
a A

b

cd
B

糸 糸

MJ小6理科修正_本文.indd   101 2019/11/14   11:08

100

6� 右の図のように，ぼうの左はしを支点としてかべに固定し，支

点の右側におもりをつるしました。次のア〜ウのうち，正しいこ

とを述べているものを選びなさい。� （　　　）

　ア　支点からはなれたところへおもりをつるしたほうが，ぼうを

かたむけるはたらきは小さい。

　イ　支点の右側で，支点からの距
きょ

離
り

が小さいところに力を加えて

水平に保つには，上向きの大きな力が必要である。

　ウ　支点の右側なら，どんなばあいでも同じ大きさの上向きの力で水平にしておくことができる。

7� 太郎君と次郎君は，それぞれ，てんびんを

次のようにしてつくりました。これについて，

あとの問いに答えなさい。

　［つくり方］

　　①　細いぼうのかどを落として，およそ同じ太さの丸ぼうにけずる。

　　②　ぼうの真ん中を糸でしばり，つるしてみる。

　　③　ぼうのかたむいたほうを少しけずり，どちらにもかたむかないようにする。

　　④　紙で皿を２つつくり，糸をつける。

　　⑤　ぼうの真ん中から，左右同じ長さのところにかける。

　　太郎君は，このつくり方のとおりにてんびんをつくりました。

　　次郎君は，［つくり方③］のとき，糸をかたむいたほうに少し動かしたら，かたむきがなくなったので，

そのまま，皿の糸をぼうの両はしにかけて，つり合わせました。

　　太郎君は，Ｐの皿に１0のおもりをのせ，これとつり合うだけの砂をＱの皿にのせました。

　　次郎君も同じように，Ｒの皿に１0のおもりをのせ，Ｓの皿に砂をのせてつり合わせました。

　　この実験から，次の⑴〜⑷の（　）の中にあてはまるものを，下のア〜エから１つずつ選びなさい。ただ

し，同じものを２度選んでもかまいません。

　⑴　Ｑの皿の重さはＰの皿の重さ（　　　）。

　⑵　Ｓの皿の重さはＲの皿の重さ（　　　）。

　⑶　太郎君のはかった砂の重さは１0（　　　）。

　⑷　次郎君のはかった砂の重さは１0（　　　）。

　ア　と同じである

　イ　より重い

　ウ　より軽い

　エ　より軽いときも重いときもある

支点

おもり

ぼう

次郎�太郎�

↑
真
ん
中（
支
点
）

↑
真
ん
中

P� Q� R� S�

↑
支
点

練習問題

MJ小6理科修正_本文.indd   100 2019/11/14   11:08

てこのはたらき　75

MJ小学理科まとめ_下巻_本体_初校.indd   75 2021/02/15   9:20

SAM
PLE



てこのはたらき　103

　⑵　支点がはしにあるてこのつり合い

6　上向きの力と下向きの力のつり合い
　　てこがつり合うときは，てこにかかる上向き・下向きの力の大きさの合計が等しくなっている。

　※　ぼうの重さを考えるときは，ぼうの重さが下向きにはたらいているものとする。

7　てこを利用した道具
　　てこを利用した道具は，支点の位置によって，３種類に分けることができる。

　　図１…支点の位置を変えることによって，大きな力が得られる。

　　図２…作用点にはたらく力は，力点に加えた力よりも大きくなる。

　　図３�…作用点にはたらく力は，力点に加えた力よりも小さくなるが，作用点の動きを大きくすることが

できる。

てこを利用した道具には，大きな力を取り出すものと，大きな動きを取り出せるもの

とがある。
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	２	てこのしくみとつり合い
4　てこのしくみ
　�　ぼうを使って，小さな力で重いものを持ち上げたり，大きな力を出したりすることができる。このよう

な道具を，てこという。てこには，次の３つの点がある。

　①　支点…ぼうを支えているところ。てこの回転の中心。

　②　力点…てこに力を加えているところ。

　③　作用点…てこによる力がはたらいているところ。

　⑴　力点の位置を変えるとき

　　　支点から力点までの距
きょ

離
り

を長くすると手ごたえは小さくなり，短くすると手ごたえは大きくなる。

　⑵　作用点の位置を変えるとき

　　　支点から作用点までの距離を長くすると手ごたえは大きくなり，短くすると手ごたえは小さくなる。

てこを使って，小さい力でものを動かすためには，次のようにすればよい。

①支点から力点までの距離を長くする。　②支点から作用点までの距離を短くする。

5　てこのつり合い
　�　てこにくわえた力やてこにつるしたおもりは，それぞれ支点を中心として右側（時計回り），あるいは

左側（反時計回り）に回転させようとする。たとえば，上の図では，力点にくわえた力はてこを右側に回

転させている。てこを回転させるはたらきは，次の式で求められる。

てこを回転させるはたらき＝ 力の大きさ
（おもりの重さ）×支点からの距離

　　てこを回転させるはたらきが右側と左側で等しくなったとき，てこはつり合う。

　⑴　支点がないてこのつり合い
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きょ

離
り

を長くすると手ごたえは小さくなり，短くすると手ごたえは大きくなる。
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13�〈てこを利用した道具〉　次の図１〜図６は，てこを利用した道具を示してい

ます。それぞれ下のア〜ウのどのてこを利用したものですか。

� 図１（　　　）　図２（　　　）　図３（　　　）

� 図４（　　　）　図５（　　　）　図６（　　　）

14　〈上向きの力と下向きの力のつり合い〉　次の図１，２で，てこがつり合っ

ているとき，あとの問いに答えなさい。ただし，Ａ，Ｂは人がぼうを引く点であ

り，ぼうの重さは考えないものとします。

　⑴�　図１，２では，支点は，それぞれどこにありますか。図のア〜カからそれぞ

れ選びなさい。� 図１（　　　）　図２（　　　）

　⑵　図１，２で，ＡとＢに加える力を，それぞれ求めなさい。

� Ａ（　　　　　　）

� Ｂ（　　　　　　）

　⑶　図１，２で，支点にかかる力の大きさを，それぞれ求めなさい。

� 図１（　　　　　　）

� 図２（　　　　　　）

・支点，作用点，力
点の位置によって，
３種類のてこが考
えられる。

・ばねはかりや自動
上皿ばかりに接す
るところが，支点
になる。
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　　問題基本

10�〈てこのしくみ〉　右の図は，ぼうを

使って，大きな石を持ち上げようとして

いるところを示しています。これについ

て，次の問いに答えなさい。

　⑴�　Ａは，ぼうが石にふれているところ

です。この点を何といいますか。

� （　　　　　　）

　⑵　Ｂは，ぼうを支えているところです。この点を何といいますか。

� （　　　　　　）

　⑶�　Ｃ，Ｄ，Ｅは，人が力を加えようとするところです。この点を何といいます

か。� （　　　　　　）

　⑷�　最も小さな力で石を持ち上げられるのは，Ｃ，Ｄ，Ｅのうち，どこに力を加

えたときですか。� （　　　）

11�〈てこのしくみ〉　右の図のように，

荷物を持ち上げるとき，できるだけ小さ

な力で持ち上げるには，どうしたらよい

ですか。次から２つ選びなさい。

� （　　　　　　）

　ア　Ｂを右にずらす。

　イ　Ｂを左にずらす。

　ウ　Ｃを右にずらす。

　エ　Ｃを左にずらす。

12�〈てこのつり合い〉　次の図１〜図３は，石や荷物を持ち上げて，つり合わせ

ようとしているところです。それぞれ，何の力が必要になりますか。

� 図１（　　　　　　）　図２（　　　　　　）　図３（　　　　　　）

・てこには，作用点，
支点，力点の３つ
の点がある。

・支点と作用点まで
の距離を短くして，
支点から力点まで
の距離を長くする。

・てこを回転させる
はたらきが，左右
で等しくなればよ
い。
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18� 次の図１は，てこで石を持ち上げているところを示し，図２は，つめきりを示しています。

　⑴　図１のようなてこで，大きな石を動かすとき，いちばん大きな力がかかるのは，ア〜ウのどこですか。

� （　　　）

　⑵　図２のようなつめきりで，ア〜オのうち，支点になっているのはどこですか。すべて選びなさい。

� （　　　　　　）

19� 長さ１６．８のぼうの両はしａ，ｂに，銅でできた体積１0の物体Ａと，鉄でできた７９の物体Ｂをつ

け，ｃ点にばねはかりをつけて，次の図のようにつるしました。下の表を参考にして，あとの問いに答え

なさい。ただし，ぼうの重さは考えないものとします。

　⑴　物体Ａの重さは何ですか。

� （　　　　　）

　⑵　ぼうを水平にするためには，ｃ点をａ点から何のところにすればよい

ですか。� （　　　　　）

　⑶　⑵のとき，ばねはかりは何をさしていますか。

� （　　　　　）

　⑷　次に，図２のように，物体Ａだけを水中に入れました。このとき，ぼうを水平に保つためには，ｃ点

をａ点から何のところにすればよいですか。ただし，物体を水中に入れると，その物体と同じ体積の

水の重さに等しい浮
う

く力が物体にはたらきます。� （　　　　　）

　⑸　⑷のとき，ばねはかりは何をさしていますか。

� （　　　　　）

　⑹　ぼうの重さが実際には１0あるものとすると，図１のばねはかりは何をさしますか。�（　　　　　）
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　　�表 種類 １の重さ

銅 ８．９

鉄 ７．９

水 １．0
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15� 右の図１のように，おもりＷを

糸から３0のところにつるしてつり

合わせたとき，ばねはかりは１00

を示しました。糸とぼうの重さは考

えないものとして，次の問いに答え

なさい。

　⑴　図１で，おもりＷの重さは何

ですか。� （　　　　　）

　⑵　図１で，糸にかかる重さは何

ですか。� （　　　　　）

　⑶　図２のように，おもりＷをつるす位置をずらしたら，ばねはかりは１２0を示しました。このとき，

おもりは糸から何のところにつるしてありますか。

� （　　　　　）

　⑷　この糸は，１５0のおもりをつるすと切れてしまいます。おもりＷを糸から何の点まで近づけると，

糸が切れますか。� （　　　　　）

16� 15の問題を，ぼうの重さが４0であるものとして，次の問いに答えなさい。

　⑴　ぼうの太さがいちようであるものとすると，ぼうの重さは，ぼうの左はしから何のところに４0の

おもりをつるしたことと同じになりますか。

� （　　　　　　）

　⑵　図１で，おもりＷの重さはいくらですか。

� （　　　　　　）

　⑶　図１で，糸にかかる重さはいくらですか。

� （　　　　　　）

　⑷　図２のように，おもりＷのつるす位置をずらしたら，ばねはかりは１２0を示しました。このとき，

糸にかかる重さはいくらですか。

� （　　　　　　）

　⑸　⑷のとき，おもりは糸から何のところにつるしてありますか。

� （　　　　　　）

　⑹　この糸は，１５0のおもりをつるすと切れてしまいます。おもりＷを糸から何の点まで近づけると，

糸が切れますか。� （　　　　　　）

17� 右の図のように，長さ２の軽いぼうの両はしを，Ａと

Ｂの２人がかつぎ，Ａから５0のところに荷物をつるしまし

た。このとき，Ａのかたにかかる力は，Ｂのかたにかかる力

の何倍ですか。

� （　　　　　　）
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　⑴　定かっ車

　　　定かっ車を使うと，力の向きを変えることができる。

　　①　定かっ車の中心→支点

　　②　定かっ車の半径→てこのうでの長さ

　　③　かっ車がつり合うときの引く力の大きさ→つるしたおもりの重さ

　　④　Ｐ点にかかる力＝（おもりの重さ）＋（引く力）＋（かっ車の重さ）

定かっ車を使うと，力の向きを変えることはできる

が，力の大きさを変えることはできない。

　⑵　動かっ車

　　　動かっ車を使うと，力の大きさを変えることができる。

　　①　動かっ車の半径→支点と作用点の間の距
きょ

離
り

　　②　動かっ車の直径→支点と力点の間の距離

　　③　かっ車がつり合うときの引く力の大きさ

� ＝（おもりの重さ＋動かっ車の重さ）÷２

　　④　Ｐ点にかかる力＝（おもりの重さ＋動かっ車の重さ）−（引く力）

動かっ車を使うと，力の向きを変えることはできな

いが，力の大きさを変えることができる。

　　〔参考〕�　動かっ車を１個使うと，おもりと動かっ車を加えた重さの１─２
の力でつり合う。

　⑶　１本のひもをかけた組み合わせかっ車

　　�　右の図のように，組み合わせかっ車を引くとき，

ひもにかかっている力はどこの部分でも同じになる。

　　〔参考〕�　かっ車がつり合うときの引く力の大きさ＝

（おもりの重さ＋動かっ車の重さ）÷４

１本のひもをかけたときは，１本の

ひもにかかる力の大きさは等しい。

　⑷　２本以上のひもをかけた組み合わせかっ車

　　�　右の図のように，組み合わせかっ車を引くとき，おもりの重さを１

とすると，ひもＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄにかかる力は，それぞれ図のようにな

る。

２本以上のひもをかけたときは，動かっ車の数を考

えて，力を求める。

　　〔参考〕�　動かっ車を使うと，力の大きさは小さくてすむが，ひもを引

く距離は大きくなる。かっ車の重さを考えないとき，引く力が

おもりの重さのｂ—ａ倍になると，おもりを動かすためにひもを引く距離は
ａ�—ｂ倍になる
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	３	輪り んじくとかっ車
8　輪じく
　⑴　輪じくを利用した道具

　　�　自動車のハンドル，ドアのとって，ドライバー，水道のじゃ口などは，大きいほうの輪
わ

をまわして，

中心の小さいほうの輪を，加えた力よりも大きな力で回転させることができる。

大小２つの輪が同じじくを中心として回転するしくみを，輪じくという。

　⑵　輪じくのつり合い

　　�　輪じくにも，支点，作用点，力点があり，輪じくのつり合いも，て

このつり合いと同じように考えることができる。

　　 輪じくを回転させるはたらき＝ 力の大きさ
（おもりの重さ）×輪の半径

　　　輪じくを回転させるはたらきが右側と左側で等しくなったとき，輪

じくはつり合う。

大輪を回転させるとき，小輪の半径にくらべて大輪

の半径が大きいほど，小さい力で輪じく全体を回転

させることができる。

9　かっ車
　　荷物を持ち上げたり移動させるときに使う，中心が固定され，回転する車をかっ車という。

　１．定かっ車…かっ車が固定されているもの（図１）。

　２．動かっ車…かっ車が動くもの（図２）。

　３．組み合わせかっ車…定かっ車と動かっ車を組み合わせたもの（図３）。

ポイント

ハンドル� ドアのとって� ドライバー� 水道のじゃ口�

ポイント

うでの長さ�うでの長さ�

支
点�

輪じく

小輪の
半径大輪の

半径

図１� 図３図２

MJ小6理科修正_本文.indd   108 2019/11/14   11:08

82

3 輪
りん

じくとかっ車

MJ小学理科まとめ_下巻_本体_初校.indd   82 2021/02/15   9:20

SAM
PLE



てこのはたらき　109

⑴ 定かっ車

定かっ車を使うと，力の向きを変えることができる。

① 定かっ車の中心→支点

② 定かっ車の半径→てこのうでの長さ

③ かっ車がつり合うときの引く力の大きさ→つるしたおもりの重さ

④ Ｐ点にかかる力＝（おもりの重さ）＋（引く力）＋（かっ車の重さ）

定かっ車を使うと，力の向きを変えることはできる

が，力の大きさを変えることはできない。

⑵ 動かっ車

動かっ車を使うと，力の大きさを変えることができる。

① 動かっ車の半径→支点と作用点の間の距
きょ

離
り

② 動かっ車の直径→支点と力点の間の距離

③ かっ車がつり合うときの引く力の大きさ

＝（おもりの重さ＋動かっ車の重さ）÷２

④ Ｐ点にかかる力＝（おもりの重さ＋動かっ車の重さ）−（引く力）

動かっ車を使うと，力の向きを変えることはできな

いが，力の大きさを変えることができる。

　〔参考〕�　動かっ車を１個使うと，おもりと動かっ車を加えた重さの１─２
の力でつり合う。

⑶ １本のひもをかけた組み合わせかっ車

右の図のように，組み合わせかっ車を引くとき，

ひもにかかっている力はどこの部分でも同じになる。

　〔参考〕�　かっ車がつり合うときの引く力の大きさ＝

（おもりの重さ＋動かっ車の重さ）÷４

１本のひもをかけたときは，１本の

ひもにかかる力の大きさは等しい。

⑷ ２本以上のひもをかけた組み合わせかっ車

右の図のように，組み合わせかっ車を引くとき，おもりの重さを１

とすると，ひもＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄにかかる力は，それぞれ図のようにな

る。

２本以上のひもをかけたときは，動かっ車の数を考

えて，力を求める。

　〔参考〕�　動かっ車を使うと，力の大きさは小さくてすむが，ひもを引

く距離は大きくなる。かっ車の重さを考えないとき，引く力が

おもりの重さのｂ—ａ倍になると，おもりを動かすためにひもを引く距離は
ａ�—ｂ倍になる
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8　輪じく
⑴　輪じくを利用した道具

　自動車のハンドル，ドアのとって，ドライバー，水道のじゃ口などは，大きいほうの輪
わ

をまわして，

中心の小さいほうの輪を，加えた力よりも大きな力で回転させることができる。

大小２つの輪が同じじくを中心として回転するしくみを，輪じくという。

⑵　輪じくのつり合い

　　�　輪じくにも，支点，作用点，力点があり，輪じくのつり合いも，て

このつり合いと同じように考えることができる。

輪じくを回転させるはたらき＝ 力の大きさ
（おもりの重さ）×輪の半径

　　　輪じくを回転させるはたらきが右側と左側で等しくなったとき，輪

じくはつり合う。

大輪を回転させるとき，小輪の半径にくらべて大輪

の半径が大きいほど，小さい力で輪じく全体を回転

させることができる。

9　かっ車
　　荷物を持ち上げたり移動させるときに使う，中心が固定され，回転する車をかっ車という。

１．定かっ車…かっ車が固定されているもの（図１）。

２．動かっ車…かっ車が動くもの（図２）。

３．組み合わせかっ車…定かっ車と動かっ車を組み合わせたもの（図３）。
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22�〈定かっ車と動かっ車〉　右の図

１，図２のかっ車について，次の問

いに答えなさい。

　⑴�　図１のかっ車を，何といいます

か。

� （　　　　　　）

　⑵�　図２のかっ車を，何といいます

か。

� （　　　　　　）

　⑶　図のア〜オの中で，支点にあたるところはどこですか。

� 図１（　　　）　図２（　　　）

　⑷�　図１で，２のおもりをつるしたとき，Ａを何以上の力で引けば，おもり

は持ち上がりますか。

� （　　　　　　）

　⑸�　図２で，かっ車におもりをつるしました。Ｂの方向に何以上の力で引けば，

おもりは持ち上がりますか。ただし，かっ車の重さは考えないことにします。

� （　　　　　）

23�〈組み合わせかっ車〉　下の図１，図２のような組み合わせかっ車について，

次の問いに答えなさい。ただし，かっ車やひもの重さは，考えないものとします。

　⑴�　図１で，糸を３0

の力で引いたら，

おもりとつり合い

ました。おもりの

重さは，何です

か。

� （　　　　　　）

　⑵�　図２で，糸Ｅに

力を加えて，全体をつり合わせました。このとき，糸Ａ，Ｃにかかる力は，そ

れぞれいくらになりますか。

� Ａ（　　　　　　）　Ｃ（　　　　　　）

　⑶　⑵のとき，糸Ｅに加える力は何ですか。

� （　　　　　　）

　⑷�　図１のおもりを１0引き上げました。このとき，糸を何引き下げなければ

なりませんか。

� （　　　　　）

⑸�　図２の５00のおもりを１0引き上げました。このとき，糸Ｅを何引き下

げなければなりませんか。

� （　　　　　）

・定かっ車では，引
く方向を変えるこ
とができる。

・動かっ車は，おも
りの重さの半分の
力で引けばよい。

・糸Ｅを引く距離は，
４倍になる。

図１� 図２�
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　　問題基本

20	〈輪じくのはたらき〉　右の図の輪じくについて，次

の問いに答えなさい。

⑴ てこの支点にあたるのは，図のＡ〜Ｃのどこですか。

（　　　）

⑵ 大きい輪の半径が小さい輪の半径の２倍のとき，小

さい輪につけた４０のおもりを持ち上げるには，大き

い輪についているひもを，何以上の力で引き下げれ

ばよいですか。

（ ）

⑶ 輪じくのはたらきを利用したものを，次からすべて選びなさい。

（ ）

21	〈輪じく〉　右の図の輪じくについて，次の問いに答

えなさい。

⑴ 輪じくの場合でも，「てこを回転させるはたらき」と

同じように「輪じくを回転させるはたらき」が考えられ

ます。図の輪じくにつるしたＢのおもりでは，どれだ

けになりますか。次から選びなさい。	 （ ）

ア ６０×６ イ ６０×２ ウ ６０×６×２

⑵ Ａに何のおもりをつるすと，輪じくはつり合いま

すか。

（ ）

⑶ Ｂに，さらに２４０のおもりをつるして，全部で３００にしました。Ａに全部

で何のおもりをつるすと，輪じくはつり合いますか。

（ ）

⑷ 輪じくは，次のどのてこにつくりが似ていますか。 （　　　）

・輪じくにも，支点，
作用点，力点があ
る。

・支点は，力点と作
用点の間にある。
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22�〈定かっ車と動かっ車〉　右の図

１，図２のかっ車について，次の問

いに答えなさい。

　⑴�　図１のかっ車を，何といいます

か。

� （　　　　　　）

　⑵�　図２のかっ車を，何といいます

か。

� （　　　　　　）

　⑶　図のア〜オの中で，支点にあたるところはどこですか。

� 図１（　　　）　図２（　　　）

　⑷�　図１で，２のおもりをつるしたとき，Ａを何以上の力で引けば，おもり

は持ち上がりますか。

� （　　　　　　）

　⑸�　図２で，かっ車におもりをつるしました。Ｂの方向に何以上の力で引けば，

おもりは持ち上がりますか。ただし，かっ車の重さは考えないことにします。

� （　　　　　）

23�〈組み合わせかっ車〉　下の図１，図２のような組み合わせかっ車について，

次の問いに答えなさい。ただし，かっ車やひもの重さは，考えないものとします。

　⑴�　図１で，糸を３0

の力で引いたら，

おもりとつり合い

ました。おもりの

重さは，何です

か。

� （　　　　　　）

　⑵�　図２で，糸Ｅに

力を加えて，全体をつり合わせました。このとき，糸Ａ，Ｃにかかる力は，そ

れぞれいくらになりますか。

� Ａ（　　　　　　）　Ｃ（　　　　　　）

　⑶　⑵のとき，糸Ｅに加える力は何ですか。

� （　　　　　　）

　⑷�　図１のおもりを１0引き上げました。このとき，糸を何引き下げなければ

なりませんか。

� （　　　　　）

　⑸�　図２の５00のおもりを１0引き上げました。このとき，糸Ｅを何引き下

げなければなりませんか。

� （　　　　　）

・定かっ車では，引
く方向を変えるこ
とができる。

・動かっ車は，おも
りの重さの半分の
力で引けばよい。

・糸Ｅを引く距離は，
４倍になる。

図１� 図２�

ア イ
ウ エ オ

A�

B�

�㎏  �㎏ 

図１ 図２

３0�

５00�

A

C D

B

E

MJ小6理科修正_本文.indd   111 2019/11/14   11:08

110

　　問題基本

20	〈輪じくのはたらき〉　右の図の輪じくについて，次

の問いに答えなさい。

　⑴　てこの支点にあたるのは，図のＡ〜Ｃのどこですか。

	 （　　　）

　⑵	　大きい輪の半径が小さい輪の半径の２倍のとき，小

さい輪につけた４０のおもりを持ち上げるには，大き

い輪についているひもを，何以上の力で引き下げれ

ばよいですか。

	 （　　　　）

　⑶　輪じくのはたらきを利用したものを，次からすべて選びなさい。

	 （　　　　　）

21	〈輪じく〉　右の図の輪じくについて，次の問いに答

えなさい。

　⑴	　輪じくの場合でも，「てこを回転させるはたらき」と

同じように「輪じくを回転させるはたらき」が考えられ

ます。図の輪じくにつるしたＢのおもりでは，どれだ

けになりますか。次から選びなさい。	 （　　　　）

　　ア　６０×６　　　イ　６０×２　　　ウ　６０×６×２

　⑵	　Ａに何のおもりをつるすと，輪じくはつり合いま

すか。

	 （　　　　）

　⑶	　Ｂに，さらに２４０のおもりをつるして，全部で３００にしました。Ａに全部

で何のおもりをつるすと，輪じくはつり合いますか。

	 （　　　　）

　⑷　輪じくは，次のどのてこにつくりが似ていますか。	 （　　　）

・輪じくにも，支点，
作用点，力点があ
る。

・支点は，力点と作
用点の間にある。
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26� 右の図１は，かっ車２個を組み合わせ，ばねはか

りとおもりＡ，Ｂを使ってつり合わせたところを示し

ています。また，図２は，おもりＢをはずして，ひも

の先をつくえの面にとりつけて，つり合わせたところ

を示しています。ひもの重さとまさつは考えないもの

として，次の問いに答えなさい。

　⑴　おもりＢの重さは何ですか。

� （　　　　　　）

　⑵　ひも①にかかる力は何ですか。

� （　　　　　　）

　⑶　図１で，ばねはかりの目盛りは何をさしていますか。

� （　　　　　　）

　⑷　ひも②には何の力がかかっていますか。

� （　　　　　　）

　⑸　ひも③には何の力がかかっていますか。

� （　　　　　　）

　⑹　図２で，ばねはかりの目盛りは何をさしていますか。

� （　　　　　　）

27� 右の図は，輪じく，定かっ車，動かっ車を組

み合わせて，１本の糸におもりつるしてつり合わ

せたところを示しています。また，輪じく内の数

字は半径の比を表し，糸の重さと輪じく，かっ車

のまさつは考えないものとし，動かっ車の重さは，

２00とします。次の問いに答えなさい。

　⑴　輪じくにつるしたおもりの重さは，何で

すか。

� （　　　　　　）

　⑵　糸Ｃの引く力の大きさは何ですか。

� （　　　　　　）

　⑶　輪じくを動かさずに糸Ｃを４引き下げると，

動かっ車Ｂは何上がりますか。

� （　　　　　　）

28� 右の図は，半径の比が１：３の輪じくの小さいほうの輪に重さ９0の

おもりをつるしたところを示しています。次の問いに答えなさい。

　⑴　糸を図のようにして引くとき，何の力を加えればつり合いますか。

� （　　　　　　）

　⑵　⑴で，おもりを２引き上げるには，糸を何引けばよいですか。

� （　　　　　　）
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24� 右の図は，３つの輪①，②，③を組み合わせた輪じくを示して

います。輪②と③の半径の比は，３：２です。次の問いに答えなさ

い。

　⑴　Ｂに６のおもりをつるしたとき，Ｃに何のおもりをつるす

とつり合いますか。

� （　　　　　　）

　⑵　Ａに４，Ｃに１0のおもりをつるしたら輪じくはつり合いま

した。輪①，②，③の半径の比はどのようになりますか。次から

選びなさい。� （　　　）

　　ア　９：６：４　　　イ　５：３：２

　　ウ　７：６：４　　　エ　７：３：２

　⑶　Ａに１0，Ｂに２のおもりをつるしたとき，Ｃに何のおも

りをつるしたら輪じくはつり合いますか。

� （　　　　　　）

25� 右の図１は，ぼうと輪じくをむすんで，それぞれにおも

りをつるしてつり合わせたところを示しています。ただし，

ぼうには，等間かくで目盛りがつけてあり，重さは無視しま

す。次の問いに答えなさい。

　⑴　目盛り１のところに３0のおもりをつるすと，輪じくの

小さいほうの輪には，何のおもりをつるしたらよいです

か。

� （　　　　　）

　⑵　目盛り１のところにある３0のおもりを，１目盛りずつ

右へ移動していくと，輪じくにつるすおもりの重さは，ど

のように変わりますか。右の図２のグラフのア〜エから選

びなさい。

� （　　　）

　⑶　⑵の実験で，ぼうの左の糸Ａにかかる重さは，どのよう

に変わりますか。図２のグラフのア〜エから選びなさい。

� （　　　）

　⑷　この２本の糸Ａ，Ｂが，ともに２0より重いおもりをつ

るすと切れるならば，⑵の実験ができるためには，３0の

おもりを，ぼうのどの目盛りにつるせばよいですか。その

目盛りのはん囲を，次から選びなさい。

� （　　　）

　　ア　１〜５　　　イ　１〜４

　　ウ　２〜５　　　エ　２〜４
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てこのはたらき　113

26� 右の図１は，かっ車２個を組み合わせ，ばねはか

りとおもりＡ，Ｂを使ってつり合わせたところを示し

ています。また，図２は，おもりＢをはずして，ひも

の先をつくえの面にとりつけて，つり合わせたところ

を示しています。ひもの重さとまさつは考えないもの

として，次の問いに答えなさい。

　⑴　おもりＢの重さは何ですか。

� （　　　　　　）

　⑵　ひも①にかかる力は何ですか。

� （　　　　　　）

　⑶　図１で，ばねはかりの目盛りは何をさしていますか。

� （　　　　　　）

　⑷　ひも②には何の力がかかっていますか。

� （　　　　　　）

　⑸　ひも③には何の力がかかっていますか。

� （　　　　　　）

　⑹　図２で，ばねはかりの目盛りは何をさしていますか。

� （　　　　　　）

27� 右の図は，輪じく，定かっ車，動かっ車を組

み合わせて，１本の糸におもりつるしてつり合わ

せたところを示しています。また，輪じく内の数

字は半径の比を表し，糸の重さと輪じく，かっ車

のまさつは考えないものとし，動かっ車の重さは，

２00とします。次の問いに答えなさい。

　⑴　輪じくにつるしたおもりの重さは，何で

すか。

� （　　　　　　）

　⑵　糸Ｃの引く力の大きさは何ですか。

� （　　　　　　）

　⑶　輪じくを動かさずに糸Ｃを４引き下げると，

動かっ車Ｂは何上がりますか。

� （　　　　　　）

28� 右の図は，半径の比が１：３の輪じくの小さいほうの輪に重さ９0の

おもりをつるしたところを示しています。次の問いに答えなさい。

　⑴　糸を図のようにして引くとき，何の力を加えればつり合いますか。

� （　　　　　　）

　⑵　⑴で，おもりを２引き上げるには，糸を何引けばよいですか。

� （　　　　　　）
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チャレンジコーナー４　115

〈図解で得点アップ〉

a b
（長さ）（長さ）

（力の大
きさ）

（力の大
きさ） 浮力＝物体と同じ体積の

　　　液体の重さ

浮力

重力

支点

a b a b

A

A×a＝B×b A×a＝B×b

B
A B

a b
（長さ）（長さ）

（力の大
きさ）

（力の大
きさ） 浮力＝物体と同じ体積の

　　　液体の重さ

浮力

重力

支点

a b a b

A

A×a＝B×b A×a＝B×b

B
A B

a b
（長さ）（長さ）

（力の大
きさ）

（力の大
きさ） 浮力＝物体と同じ体積の

　　　液体の重さ

浮力

重力

支点

a b a b

A

A×a＝B×b A×a＝B×b

B
A B

3　浮力

　　�　「水中にある物体は，その物体がおしのける水の重さに等しい浮力を受ける。」これをアルキメデス

の原理といいますが，アルキメデスの原理は水だけではなく，油などの液体でも成り立ちます。

　　　浮力について，次の問いに答えなさい。

　　⑴�　小石の重さを空気中ではかると１0．５，水中ではかると７．８

でした。この小石の体積は何ですか。� （　　　　）

　　⑵�　重さ２00の直方体の形をした木片を，密度0．８⊘の液体に

入れたところ，右図のようにちょうど半分だけが液体にしずみま

した。この木片の体積は何ですか。� （　　　　）

　■考え方　⑴この小石にはたらく浮力の大きさは，１0．５−７．８＝２．７（）です。浮力の大きさは，小石がお
しのけた水の重さに等しくなります。　⑵木片は液体にういているので，浮力＝重力という関係が成り

立ちます。したがって，この木片にはたらく浮力の大きさは２00です。また，木片が液体につかって

いる部分の体積をとすると，×0．８＝２00が成り立ちます。

●入試問題にチャレンジ　 

4　定かっ車，動かっ車，輪じく，ばね，９0のおもり，糸を
組み合わせて図のような装置をつくりました。使われている

ばねは，ばねに加える力とばねの長さがグラフに示す関係に

なっています。輪じくは，小輪の半径が２，大輪の半径が

３になっています。ばね，動かっ車，糸の重さは考えない

ものとします。� （芝浦工業大学中）

　⑴�　図に使われているばねに２５0の力を加えると，ばねの

長さは何になりますか。� （　　　　　）

　⑵�　輪じくの大輪につながれている糸（Ａ点）を何の力で引

くと，図のおもりは動かなくなりますか。�（　　　　　）

　⑶　⑵のとき，ばねののびは何になっていますか。

� （　　　　　）

　⑷�　⑵のときから，おもりを元の位置より４上げるために

は，Ａ点を何下げる必要がありますか。�（　　　　　）

　●てこの原理，輪じくのつり合い，浮力

　　・てこの原理　　　　　　　　　　　・輪じくのつり合い　　　　　　・浮力
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（図）
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114

学習のねらい

　　てこ，ばね，輪じく，定かっ車，動かっ車などが組み合わさったときのつり合いを考える問題です。

てこの原理や輪じくのつり合いで成り立つ関係にもとづいて，じっくり取り組みましょう。また，おも

りを水などの液体に入れたときにはたらく浮
ふ

力
りょく

をもとに，密
みつ

度
ど

との関係についても考えます。

1　てこのつり合い

　　�　長さ６0の棒の中央にひもをつけ，水平につるしま

した。棒の右はしと右はしから２0のところに，重さ

１00のおもりをつけると，棒はかたむきました。そ

こで，重さ２00のおもりをつけて水平にするには，

左はしから何のところにつければよいですか。ただ

し，ひもの重さは考えないものとします。

� （　　　　　　　　）

　■考え方　てこの原理から，それぞれのおもりの重さと支点からのおもりまでの距
きょ

離
り

との間には，次のよう

な関係があります。求めようとする長さをとすると，

　　　２00（）×（３0−）（）＝１00（）×（３0−２0）（）＋１00（）×３0（）

　　この式を解けば，の長さを求めることができます。

2　てこ，かっ車，輪じくのつり合い

　　�　かっ車ａ〜ｃ（ａは輪じく，ｂは動か

っ車，ｃは定かっ車）に，てことおもり

Ａ〜Ｃが図のようにつるされています。

てこの長さは６0ですが，左から２0の

ところに，おもりＣ（３00）がつるされ，

全体のバランスがとれています。かっ車

の摩
ま

擦
さつ

やてこ・かっ車・ひもの重さは考

えないものとして，おもりＡ，Ｂの重さ

をそれぞれ求めなさい。

� おもりＡ（　　　　　）

� おもりＢ（　　　　　）

　■考え方　まず，ひも②，③にかかる力の大きさをそれぞれ求めましょう。次に，おもりＡでは，輪じくの
つり合いから，（おもりＡにかかる力）×８（）＝（ひも②にかかる力）×１６（）という関係が成り立ち

ます。また，おもりＢでは，動かっ車と定かっ車のはたらきから，ひも③にかかる力の半分でつり合う

ことがわかりますね。
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チャレンジコーナー４　115

〈図解で得点アップ〉
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3　浮力

　　�　「水中にある物体は，その物体がおしのける水の重さに等しい浮力を受ける。」これをアルキメデス

の原理といいますが，アルキメデスの原理は水だけではなく，油などの液体でも成り立ちます。

　　　浮力について，次の問いに答えなさい。

⑴ 小石の重さを空気中ではかると１0．５，水中ではかると７．８

でした。この小石の体積は何ですか。� （ ）

⑵ 重さ２00の直方体の形をした木片を，密度0．８⊘の液体に

入れたところ，右図のようにちょうど半分だけが液体にしずみま

した。この木片の体積は何ですか。� （ ）

■考え方　⑴この小石にはたらく浮力の大きさは，１0．５−７．８＝２．７（）です。浮力の大きさは，小石がお
しのけた水の重さに等しくなります。　⑵木片は液体にういているので，浮力＝重力という関係が成り

立ちます。したがって，この木片にはたらく浮力の大きさは２00です。また，木片が液体につかって

いる部分の体積をとすると，×0．８＝２00が成り立ちます。

●入試問題にチャレンジ

4　定かっ車，動かっ車，輪じく，ばね，９0のおもり，糸を
組み合わせて図のような装置をつくりました。使われている

ばねは，ばねに加える力とばねの長さがグラフに示す関係に

なっています。輪じくは，小輪の半径が２，大輪の半径が

３になっています。ばね，動かっ車，糸の重さは考えない

ものとします。� （芝浦工業大学中）

⑴ 図に使われているばねに２５0の力を加えると，ばねの

長さは何になりますか。� （ ）

⑵ 輪じくの大輪につながれている糸（Ａ点）を何の力で引

くと，図のおもりは動かなくなりますか。�（ ）

⑶ ⑵のとき，ばねののびは何になっていますか。
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⑷� ⑵のときから，おもりを元の位置より４上げるために
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左はしから何のところにつければよいですか。ただ

し，ひもの重さは考えないものとします。
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■考え方　まず，ひも②，③にかかる力の大きさをそれぞれ求めましょう。次に，おもりＡでは，輪じくの
つり合いから，（おもりＡにかかる力）×８（）＝（ひも②にかかる力）×１６（）という関係が成り立ち

ます。また，おもりＢでは，動かっ車と定かっ車のはたらきから，ひも③にかかる力の半分でつり合う
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太陽と月5
1 太陽の動き

64 ページ 基本問題

8　⑴　Ａコロナ　Ｂプロミネンス　Ｃ黒点
⑵　まわりより温度が低いから。
⑶　ウ　　⑷　ウ

9　⑴　Ａ東　Ｂ南　Ｃ西　　⑵　日の出
⑶　エ
⑷　地球が１日に１回転しているから。
解説

⑶太陽の上のはしが地平線や水平線から見え始
めたときを日の出，太陽が完全に地平線や水
平線の下にかくれたときを日の入りという。
⑷地球は１日に１回転しながら（自転），太陽の
まわりを１年で１周している。

65 ページ

10 ⑴　太陽高度　　⑵　Ａ東　Ｂ西
⑶　イ　　⑷　イ　　⑸　南中高度
解説

⑶ぼうのかげは，ぼうの位置をはさんで太陽と
反対側にできるので，西→東と動く。
⑷，⑸かげの長さは，太陽の高度が最も高くなっ
たときに最も短くなる。

11 ⑴　ア　　⑵　真北キ　真東イ
⑶　春分Ｂ　冬至Ａ　　⑷　ア　　⑸　ウ
⑹　地球が太陽のまわりをかたむいてまわって
いるから。
解説

⑵太陽は東の地平線に出て，南の空を通り，西
の地平線にしずむ。
⑶春分の日には，太陽は真東から出て真西にし
ずむ。冬至の日には，太陽は最も南よりの東
から出て最も南よりの西にしずむ。
⑷昼の長さが最も長いのは夏至の日で，太陽の
通り道はＣである。
⑸気温が最も高くなるのは 7月から 8月にかけ
てなので，夏至と秋分の間である。秋分の日
の太陽の通り道は春分と同じＢだから，Ｃ→
Ｂと変化しているときになる。※太陽の高度
の変化と気温の変化はよくにているが，太陽
の熱はまず地面をあたため，その熱が空気を

理由：ゾウリムシがたくさんいる間は，ミズケ
ムシは増えていくが，ゾウリムシが食べられて
減っていくと，ミズケムシも減っていくから。
解説

　ミズケムシがビーカーの中に入れられたとき
は，ミズケムシの数が少ないので，ミズケムシ
の食べる量よりゾウリムシの増え方が大きいた
めゾウリムシは増え，それによってミズケムシ
も増えた。しかし，ミズケムシが増えすぎたの
で，ゾウリムシは増える量より食べられる量が
多くなり，減少して絶滅した。ミズケムシはえ
さがなくなったため数が減り，絶滅した。
　⑴　水　　⑵　深くなるほど圧力によって
すき間が小さくなり，二酸化炭素が多い地中の
空気と二酸化炭素が少ない地上の空気が入れか
わりにくいから。深いところほど落ち葉の分解
が進んでいて，その分解によって多くの二酸化
炭素が発生するから。
解説

⑴生物が生きていくためには，水と酸素と栄養
分が必要である。
⑵土のすき間が小さいと，空気の出入りが悪く
なり，地中と地上の空気が入れかわりにくく
なる。また，深くなるほど，土の中の生物の
分解は進んでいるので，分解により発生した
二酸化炭素の濃度が高くなる。

61 ページ
　⑴　光合成　　⑵　①ウ　②イ　③ア
④カ　⑤ケ　　⑶植物プランクトンのからだに
ふくまれる葉緑体には，緑色の色素があるから。
解説

⑴植物は日光のエネルギーをもとに，二酸化炭
素と水を使って養分や酸素をつくっている。
⑵深い湖の多くでは，気温が安定してくる春と
秋になると循環期をむかえる。このとき夏や
冬に湖底付近にたまっていたちっ素やリンが
湖全体に行き渡り，植物プランクトンはこの
栄養分を使って数を増やしていく。

⑶ニュースで伝えられる，湖が緑色にそまって
しまう現象は，葉緑体にふくまれる葉緑素を
もった植物プランクトンが大発生しているか
らである。
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⑶　ウ　　⑷　ウ

9　⑴　Ａ東　Ｂ南　Ｃ西　　⑵　日の出
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の熱はまず地面をあたため，その熱が空気を
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減っていくと，ミズケムシも減っていくから。
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　ミズケムシがビーカーの中に入れられたとき
は，ミズケムシの数が少ないので，ミズケムシ
の食べる量よりゾウリムシの増え方が大きいた
めゾウリムシは増え，それによってミズケムシ
も増えた。しかし，ミズケムシが増えすぎたの
で，ゾウリムシは増える量より食べられる量が
多くなり，減少して絶滅した。ミズケムシはえ
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わりにくいから。深いところほど落ち葉の分解
が進んでいて，その分解によって多くの二酸化
炭素が発生するから。
解説

⑴生物が生きていくためには，水と酸素と栄養
分が必要である。

⑵土のすき間が小さいと，空気の出入りが悪く
なり，地中と地上の空気が入れかわりにくく
なる。また，深くなるほど，土の中の生物の
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二酸化炭素の濃度が高くなる。
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④カ　⑤ケ　　⑶植物プランクトンのからだに
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冬に湖底付近にたまっていたちっ素やリンが
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1 力の大きさとつり合い
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てこのはたらき7
1 力の大きさとつり合い

98 ページ 基本問題

1　ア，ウ，エ，カ
解説

ア左 10 × 10 ＝ 100，右 10 × 10 ＝ 100
イ左 10 × 4 ＝ 40，右 5 × 6 ＝ 30
ウ左 10 × 8 ＝ 80，右 40 × 2 ＝ 80
エ左 7 × 5 ＝ 35，右 5 × 7 ＝ 35
オ左 10 × 4 ＝ 40，右 5 × 5 ＝ 25
カ左 12 × 2 ＝ 24，右 4 × 6 ＝ 24

2　イ
解説

　重心を支点としてつり合わせたあとでは，太
さのいちようなぼうのつり合いと同じように考
える。

3　⑴　100　　⑵　60　　⑶　160　　⑷ 20g
解説

⑴ 25 × 4 ＝ 100
⑵ 30 × 2 ＝ 60
⑶ 100 ＋ 60 ＝ 160
⑷つるすおもりの重さを□ g とすると，
　8 ×□＝ 160，□＝ 160 ÷ 8 ＝ 20（g）
99 ページ

4　⑴　ア　　⑵　100g
解説

⑴イ皿につけている糸の長さがちがってもつり
合う。ウ支点がぼうの真ん中にあっても，支
点から皿をつるす位置までの距離が左右でち
がうときは，正しくはたらかない。

5　⑴　2 個つるしたとき　　⑵　6㎝
⑶　ばねののび：小さくなる，はり：2㎝
⑷　たいへんになる　　⑸　200g
解説

⑵ 1 個（50g）つるすごとに 2㎝ずつのびている。
⑷ばねに加える力の大きさが大きくなるほど，

ばねののびは大きくなる。
⑸ばねが 8㎝のびるときのおもりの個数を□個

とすると，1 個：2㎝＝□個：8㎝，□＝ 4 個
50 × 4 ＝ 200（g）

⑶ 9 時 30 分 30 秒－ 9 時 30 分 10 秒＝ 20 秒　
8（㎞／秒）× 20（秒）＝ 160（㎞）

⑷初期微動が続いた時間とは，ゆれはじめから
Ｓ波がとどくまでの時間だから，9 時 30 分
25 秒＋ 15 秒＝ 9 時 30 分 40 秒

⑸Ｂ地点で初期微動が続いた時間を□秒とする
と，120㎞：15 秒＝ 160㎞：□秒，□＝ 20（秒）

27　①ウ，Ａ　②エ，Ｅ　③イ，Ｂ　④ア，Ｃ
解説

①富士山や桜島など。
②昭和新山，有

う

珠
す

山，雲
うん

仙
ぜん

普
ふ

賢
げん

岳
だけ

など。
③山頂が落ちこんだものをカルデラという。阿

あ

蘇
そ

山は，世界最大級のカルデラをもつ火山。
④磐

ばん

梯
だい

山など。
チャレンジ
　コーナー 3 地層のようす

94 ページ
1　あねん土　え小石

解説

　つぶの大きいものが先にしずむ。流れのある
ところでは，つぶの大きいものが手前に積もる。

2 低下した。（理由）地層をつくるつぶの大き
さが，上にいくにつれて大きくなっているから。
解説

　つぶの大きいものほど河口近くにたい積する
ので，水面は低下したと考えられる。
95 ページ
3 3キ 5エ

解説

　順番にならべると，ア→イ→キ→ウ→エ→オ
→カとなる。Ａ，Ｂ層ができたあと，かたむき，
陸になってしん食された。

4　⑴　エ　　⑵　ウ　　⑶　3 回
解説

⑴キョウリュウは中生代の示準化石。サンヨウ
チュウは古生代，アンモナイトは中生代の示
準化石である。

⑵断面層の上に位置する方がずり落ちている
か，下に位置する方がずり上がった形になっ
ている場合は，左右に引っぱられてできた断
層である。左右から押された場合は，上に位
置する方がずり上がる。

⑶不整合面を数えると，3 回である。
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⑵支点からの距離を□㎝とすると，120 ×□＝
60 × 30 ＋ 60 × 90，120 ×□＝ 1800 ＋ 5400
＝ 7200，□＝ 60（㎝）

⑶おもりの重さを□ g とすると，
　□× 90 ＝ 7200，□＝ 80（g）
⑷おもりの重さを□ g とすると，
　□× 90 ＝ 180 × 30 ＋ 60 × 90，

□× 90 ＝ 10800，□＝ 120（g）
⑸おもりの重さを□ g とすると，
　□× 90 ＝ 120 × 30 ＋ 120 × 90，
　□× 90 ＝ 14400，□＝ 160（g）
⑹左：320 × 90 ＝ 28800
　右：d の糸がぼうＡを引く力を□ g とすると，
　□× 30 ＋（120 ＋ 400 －□）× 90 ＝ 28800，
　□× 30 ＋（520 －□）× 90 ＝ 28800，
　18000 ＝ 60 ×□，□＝ 300（g）
　　よって，c の糸がぼうＡを引く力は，120

＋ 400 － 300 ＝ 220（g）　d と c にはぼうＢ
の重さの（120 ÷ 2 ＝）60g がそれぞれにか
かっているから，d と c にかかっているおも
りの重さは，d ＝ 300 － 60 ＝ 240（g），c ＝
220－60＝160（g）で，d：c ＝ 240：160 ＝ 3：2

　　よって，d，c からおもりをつるす位置ま
での距離の比は，かかるおもりの重さの逆比
の 2：3 となるから，d までの距離は，　

　60 ×
2

2＋3 ＝ 24（㎝）

2 てこのしくみとつり合い

104 ページ 　基本問題

10　⑴　作用点　　⑵　支点　　⑶　力点
⑷　Ｅ
解説

⑷図のてこでは，支点からの力点までの距離が
長いほど，石に加わる力が大きくなる。

11　イ，ウ
解説

　支点はＡ，作用点はＢ，力点はＣである。Ａ
からＢまでの距離を短くして，ＡからＣまでの
距離を長くする。

12　図 1：3㎏　図 2：2.5㎏　図 3：1.2㎏
解説

図 1　15 × 0.5 ＝□× 2.5　□＝ 3（㎏）
図 2　5 × 1.5 ＝□× 3　□＝ 2.5（㎏）

100 ページ 　練習問題
6　イ

解説

　ア支点からはなれたところへおもりをつるす
と，ぼうをかたむけるはたらきは大きくなる。
ウ支点からはなれるほど，上向きの力は小さく
てよい。

7　⑴　ア　　⑵　ウ　　⑶　ア　　⑷　ウ
解説

⑴図より，Ｐ，Ｑの皿をつるしてもつり合って
いるので，ＰとＱの皿の重さは同じである。

⑵てんびんがつり合っているとき，支点からの
距
きょ

離
り

が大きい方が，皿の重さは軽くなってい
る。

⑶（皿＋砂）の重さが等しい。皿の重さが等しい
ので，砂の重さも等しい。

⑷Ｒの皿をつり下げた方のうでの長さより，Ｓ
の皿をつり下げた方のうでの長さが長いの
で，Ｒの皿にのせたおもりより，Ｓの皿にの
せたおもりの方が軽い。

101 ページ

8　⑴　2.2㎝
⑵　Ａ 2 個　Ｂ 2 個　Ｃ 2 個　Ｄ 4 個
解説

⑴おもりが 1 つふえたとき，ばねは，（33.7 －
31.5 ＝）2.2㎝のびている。

⑵Ａおもりの重さが同じとき，ばねを 2 本直列
につなぐと，2 本のばねののびの和は，1 本
ののびの 2 倍になる（1 本 1 本ののびは変わ
らない）。よって，おもりの重さは図 1 と同
じ 2 個。Ｂ・Ｃ図 1 では，右側はおもり 2 個
が引き，左側はおもり 2 個が引く力と同じ力
をかべが引いている。よって，Ｂはかべをお
もりに変えているだけだから，両側におもり
2 個をつるしたときに，図 1 と同じのびにな
る。Ｄばねを 2 本並列につなぐと，1 本のば
ねにかかる力は

1
2 になる。よって，図 1 と同

じのびにするには，図 1 の 2 倍の重さのおも
りが必要になる。

9　⑴　120g　　⑵　60㎝　　⑶　80g　　
⑷　120g　　⑸　160g　　⑹　24㎝
解説

⑴ 2 × 60 ＝ 120（g）

MJ小6理科解答.indd   18 2009/12/19   19:06:05

75 ページ 　

― 18 ―

⑵支点からの距離を□㎝とすると，120 ×□＝
60 × 30 ＋ 60 × 90，120 ×□＝ 1800 ＋ 5400
＝ 7200，□＝ 60（㎝）

⑶おもりの重さを□ g とすると，
　□× 90 ＝ 7200，□＝ 80（g）
⑷おもりの重さを□ g とすると，
　□× 90 ＝ 180 × 30 ＋ 60 × 90，

□× 90 ＝ 10800，□＝ 120（g）
⑸おもりの重さを□ g とすると，
　□× 90 ＝ 120 × 30 ＋ 120 × 90，
　□× 90 ＝ 14400，□＝ 160（g）
⑹左：320 × 90 ＝ 28800
　右：d の糸がぼうＡを引く力を□ g とすると，
　□× 30 ＋（120 ＋ 400 －□）× 90 ＝ 28800，
　□× 30 ＋（520 －□）× 90 ＝ 28800，
　18000 ＝ 60 ×□，□＝ 300（g）
　　よって，c の糸がぼうＡを引く力は，120

＋ 400 － 300 ＝ 220（g）　d と c にはぼうＢ
の重さの（120 ÷ 2 ＝）60g がそれぞれにか
かっているから，d と c にかかっているおも
りの重さは，d ＝ 300 － 60 ＝ 240（g），c ＝
220－60＝160（g）で，d：c ＝ 240：160 ＝ 3：2

　　よって，d，c からおもりをつるす位置ま
での距離の比は，かかるおもりの重さの逆比
の 2：3 となるから，d までの距離は，　

　60 ×
2

2＋3 ＝ 24（㎝）

2 てこのしくみとつり合い

104 ページ 　基本問題

10　⑴　作用点　　⑵　支点　　⑶　力点
⑷　Ｅ
解説

⑷図のてこでは，支点からの力点までの距離が
長いほど，石に加わる力が大きくなる。

11　イ，ウ
解説

　支点はＡ，作用点はＢ，力点はＣである。Ａ
からＢまでの距離を短くして，ＡからＣまでの
距離を長くする。

12　図 1：3㎏　図 2：2.5㎏　図 3：1.2㎏
解説

図 1　15 × 0.5 ＝□× 2.5　□＝ 3（㎏）
図 2　5 × 1.5 ＝□× 3　□＝ 2.5（㎏）

100 ページ 　練習問題
6　イ

解説

　ア支点からはなれたところへおもりをつるす
と，ぼうをかたむけるはたらきは大きくなる。
ウ支点からはなれるほど，上向きの力は小さく
てよい。

7　⑴　ア　　⑵　ウ　　⑶　ア　　⑷　ウ
解説

⑴図より，Ｐ，Ｑの皿をつるしてもつり合って
いるので，ＰとＱの皿の重さは同じである。

⑵てんびんがつり合っているとき，支点からの
距
きょ

離
り

が大きい方が，皿の重さは軽くなってい
る。

⑶（皿＋砂）の重さが等しい。皿の重さが等しい
ので，砂の重さも等しい。

⑷Ｒの皿をつり下げた方のうでの長さより，Ｓ
の皿をつり下げた方のうでの長さが長いの
で，Ｒの皿にのせたおもりより，Ｓの皿にの
せたおもりの方が軽い。

101 ページ

8　⑴　2.2㎝
⑵　Ａ 2 個　Ｂ 2 個　Ｃ 2 個　Ｄ 4 個
解説

⑴おもりが 1 つふえたとき，ばねは，（33.7 －
31.5 ＝）2.2㎝のびている。

⑵Ａおもりの重さが同じとき，ばねを 2 本直列
につなぐと，2 本のばねののびの和は，1 本
ののびの 2 倍になる（1 本 1 本ののびは変わ
らない）。よって，おもりの重さは図 1 と同
じ 2 個。Ｂ・Ｃ図 1 では，右側はおもり 2 個
が引き，左側はおもり 2 個が引く力と同じ力
をかべが引いている。よって，Ｂはかべをお
もりに変えているだけだから，両側におもり
2 個をつるしたときに，図 1 と同じのびにな
る。Ｄばねを 2 本並列につなぐと，1 本のば
ねにかかる力は

1
2 になる。よって，図 1 と同

じのびにするには，図 1 の 2 倍の重さのおも
りが必要になる。

9　⑴　120g　　⑵　60㎝　　⑶　80g　　
⑷　120g　　⑸　160g　　⑹　24㎝
解説

⑴ 2 × 60 ＝ 120（g）
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⑵支点からの距離を□㎝とすると，120 ×□＝
60 × 30 ＋ 60 × 90，120 ×□＝ 1800 ＋ 5400
＝ 7200，□＝ 60（㎝）

⑶おもりの重さを□ g とすると，
　□× 90 ＝ 7200，□＝ 80（g）
⑷おもりの重さを□ g とすると，
　□× 90 ＝ 180 × 30 ＋ 60 × 90，

□× 90 ＝ 10800，□＝ 120（g）
⑸おもりの重さを□ g とすると，
　□× 90 ＝ 120 × 30 ＋ 120 × 90，
　□× 90 ＝ 14400，□＝ 160（g）
⑹左：320 × 90 ＝ 28800
　右：d の糸がぼうＡを引く力を□ g とすると，
　□× 30 ＋（120 ＋ 400 －□）× 90 ＝ 28800，
　□× 30 ＋（520 －□）× 90 ＝ 28800，
　18000 ＝ 60 ×□，□＝ 300（g）
　　よって，c の糸がぼうＡを引く力は，120

＋ 400 － 300 ＝ 220（g）　d と c にはぼうＢ
の重さの（120 ÷ 2 ＝）60g がそれぞれにか
かっているから，d と c にかかっているおも
りの重さは，d ＝ 300 － 60 ＝ 240（g），c ＝
220－60＝160（g）で，d：c ＝ 240：160 ＝ 3：2

　　よって，d，c からおもりをつるす位置ま
での距離の比は，かかるおもりの重さの逆比
の 2：3 となるから，d までの距離は，　

　60 ×
2

2＋3 ＝ 24（㎝）

2 てこのしくみとつり合い

104 ページ 　基本問題

10　⑴　作用点　　⑵　支点　　⑶　力点
⑷　Ｅ
解説

⑷図のてこでは，支点からの力点までの距離が
長いほど，石に加わる力が大きくなる。

11　イ，ウ
解説

　支点はＡ，作用点はＢ，力点はＣである。Ａ
からＢまでの距離を短くして，ＡからＣまでの
距離を長くする。

12　図 1：3㎏　図 2：2.5㎏　図 3：1.2㎏
解説

図 1　15 × 0.5 ＝□× 2.5　□＝ 3（㎏）
図 2　5 × 1.5 ＝□× 3　□＝ 2.5（㎏）

100 ページ 　練習問題
6　イ

解説

　ア支点からはなれたところへおもりをつるす
と，ぼうをかたむけるはたらきは大きくなる。
ウ支点からはなれるほど，上向きの力は小さく
てよい。

7　⑴　ア　　⑵　ウ　　⑶　ア　　⑷　ウ
解説

⑴図より，Ｐ，Ｑの皿をつるしてもつり合って
いるので，ＰとＱの皿の重さは同じである。

⑵てんびんがつり合っているとき，支点からの
距
きょ

離
り

が大きい方が，皿の重さは軽くなってい
る。

⑶（皿＋砂）の重さが等しい。皿の重さが等しい
ので，砂の重さも等しい。

⑷Ｒの皿をつり下げた方のうでの長さより，Ｓ
の皿をつり下げた方のうでの長さが長いの
で，Ｒの皿にのせたおもりより，Ｓの皿にの
せたおもりの方が軽い。

101 ページ

8　⑴　2.2㎝
⑵　Ａ 2 個　Ｂ 2 個　Ｃ 2 個　Ｄ 4 個
解説

⑴おもりが 1 つふえたとき，ばねは，（33.7 －
31.5 ＝）2.2㎝のびている。

⑵Ａおもりの重さが同じとき，ばねを 2 本直列
につなぐと，2 本のばねののびの和は，1 本
ののびの 2 倍になる（1 本 1 本ののびは変わ
らない）。よって，おもりの重さは図 1 と同
じ 2 個。Ｂ・Ｃ図 1 では，右側はおもり 2 個
が引き，左側はおもり 2 個が引く力と同じ力
をかべが引いている。よって，Ｂはかべをお
もりに変えているだけだから，両側におもり
2 個をつるしたときに，図 1 と同じのびにな
る。Ｄばねを 2 本並列につなぐと，1 本のば
ねにかかる力は

1
2 になる。よって，図 1 と同

じのびにするには，図 1 の 2 倍の重さのおも
りが必要になる。

9　⑴　120g　　⑵　60㎝　　⑶　80g　　
⑷　120g　　⑸　160g　　⑹　24㎝
解説

⑴ 2 × 60 ＝ 120（g）
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⑵支点からの距離を□㎝とすると，120 ×□＝
60 × 30 ＋ 60 × 90，120 ×□＝ 1800 ＋ 5400
＝ 7200，□＝ 60（㎝）

⑶おもりの重さを□ g とすると，
　□× 90 ＝ 7200，□＝ 80（g）
⑷おもりの重さを□ g とすると，
　□× 90 ＝ 180 × 30 ＋ 60 × 90，

□× 90 ＝ 10800，□＝ 120（g）
⑸おもりの重さを□ g とすると，
　□× 90 ＝ 120 × 30 ＋ 120 × 90，
　□× 90 ＝ 14400，□＝ 160（g）
⑹左：320 × 90 ＝ 28800
　右：d の糸がぼうＡを引く力を□ g とすると，
　□× 30 ＋（120 ＋ 400 －□）× 90 ＝ 28800，
　□× 30 ＋（520 －□）× 90 ＝ 28800，
　18000 ＝ 60 ×□，□＝ 300（g）
　　よって，c の糸がぼうＡを引く力は，120

＋ 400 － 300 ＝ 220（g）　d と c にはぼうＢ
の重さの（120 ÷ 2 ＝）60g がそれぞれにか
かっているから，d と c にかかっているおも
りの重さは，d ＝ 300 － 60 ＝ 240（g），c ＝
220－60＝160（g）で，d：c ＝ 240：160 ＝ 3：2

　　よって，d，c からおもりをつるす位置ま
での距離の比は，かかるおもりの重さの逆比
の 2：3 となるから，d までの距離は，　

　60 ×
2

2＋3 ＝ 24（㎝）

2 てこのしくみとつり合い

104 ページ 　基本問題

10　⑴　作用点　　⑵　支点　　⑶　力点
⑷　Ｅ
解説

⑷図のてこでは，支点からの力点までの距離が
長いほど，石に加わる力が大きくなる。

11　イ，ウ
解説

　支点はＡ，作用点はＢ，力点はＣである。Ａ
からＢまでの距離を短くして，ＡからＣまでの
距離を長くする。

12　図 1：3㎏　図 2：2.5㎏　図 3：1.2㎏
解説

図 1　15 × 0.5 ＝□× 2.5　□＝ 3（㎏）
図 2　5 × 1.5 ＝□× 3　□＝ 2.5（㎏）

100 ページ 　練習問題
6　イ

解説

　ア支点からはなれたところへおもりをつるす
と，ぼうをかたむけるはたらきは大きくなる。
ウ支点からはなれるほど，上向きの力は小さく
てよい。

7　⑴　ア　　⑵　ウ　　⑶　ア　　⑷　ウ
解説

⑴図より，Ｐ，Ｑの皿をつるしてもつり合って
いるので，ＰとＱの皿の重さは同じである。

⑵てんびんがつり合っているとき，支点からの
距
きょ

離
り

が大きい方が，皿の重さは軽くなってい
る。

⑶（皿＋砂）の重さが等しい。皿の重さが等しい
ので，砂の重さも等しい。

⑷Ｒの皿をつり下げた方のうでの長さより，Ｓ
の皿をつり下げた方のうでの長さが長いの
で，Ｒの皿にのせたおもりより，Ｓの皿にの
せたおもりの方が軽い。

101 ページ

8　⑴　2.2㎝
⑵　Ａ 2 個　Ｂ 2 個　Ｃ 2 個　Ｄ 4 個
解説

⑴おもりが 1 つふえたとき，ばねは，（33.7 －
31.5 ＝）2.2㎝のびている。

⑵Ａおもりの重さが同じとき，ばねを 2 本直列
につなぐと，2 本のばねののびの和は，1 本
ののびの 2 倍になる（1 本 1 本ののびは変わ
らない）。よって，おもりの重さは図 1 と同
じ 2 個。Ｂ・Ｃ図 1 では，右側はおもり 2 個
が引き，左側はおもり 2 個が引く力と同じ力
をかべが引いている。よって，Ｂはかべをお
もりに変えているだけだから，両側におもり
2 個をつるしたときに，図 1 と同じのびにな
る。Ｄばねを 2 本並列につなぐと，1 本のば
ねにかかる力は

1
2 になる。よって，図 1 と同

じのびにするには，図 1 の 2 倍の重さのおも
りが必要になる。

9　⑴　120g　　⑵　60㎝　　⑶　80g　　
⑷　120g　　⑸　160g　　⑹　24㎝
解説

⑴ 2 × 60 ＝ 120（g）
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17　3 倍
解説

　Ａのかたを支点とし，Ｂのかたで上向きの力
がはたらいていると考える。荷物を 1kg とし，
Ｂのかたで上向きにはたらく力を□ kg とする
と，1 × 0.5 ＝□× 2，□＝ 0.25（㎏）
　Ａのかたで上向きにはたらく力は，1 － 0.25
＝ 0.75（㎏）　よって，0.75 ÷ 0.25 ＝ 3（倍）

（別解）かかる力は荷物からの距離の逆比にな
る。荷物からの距離の比はＡ：Ｂ＝ 0.5：1.5
＝ 1：3 より，かかる力の比はＡ：Ｂ＝ 3：1

107 ページ

18　⑴　イ　　⑵　ウ，エ
解説

⑵つめきりは，下の図のように，2 つのてこが
組み合わさったようにはたらいている。

19　⑴　89g　　⑵　7.9㎝　　⑶　168g
⑷　8.4㎝　　⑸　158g　　⑹　178g
解説

⑴ 8.9 × 10 ＝ 89（g）
⑵ c から a，b までの距離の比は，重さの逆比

の 79：89 だから，16.8 ×
79

79＋89＝ 7.9（㎝）
⑶ 89 ＋ 79 ＝ 168（g）
⑷Ａにはたらく浮く力は，（10㎤× 1.0g ＝）

10g だから，a にかかる力は，89 － 10 ＝ 79
（g）となる。よって，a と b にかかる力が等
しくなるから，c 点をぼうの中央にすればよ
い。よって，16.8 ÷ 2 ＝ 8.4（㎝）

⑸ 79 ＋ 79 ＝ 158（g）
⑹ 89 ＋ 79 ＋ 10 ＝ 178（g）

3 輪じくとかっ車

110 ページ 　基本問題

20　⑴　Ｂ　　⑵　20g　　⑶　ア，エ
解説

⑵Ａの重さ×大輪の半径＝Ｃの重さ×小輪の半
径となる。よって，□× 2 ＝ 40 × 1，□＝ 20（g)

⑶ハンドルやドライバーのほか，自転車のペダ
ルやドアノブなどで利用されている。

21　⑴　イ　　⑵　20g　　⑶　100g　　⑷　ア

力

力

支

支

作

作

図 3　□× 5 ＝ 3 × 2　□＝ 1.2（㎏）
105 ページ

13　図 1ウ　図 2イ　図 3ア　図 4ア　図 5ウ
　図 6イ

解説

　動かないところが支点，手で力を加えるとこ
ろが力点，力がはたらくところ（切ったりつま
んだりするものにはたらくところ）が作用点と
なる。

14　⑴　図 1イ　図 2エ　　⑵　Ａ 1.2㎏
Ｂ 2.5㎏　　⑶　図 1：3.2㎏　図 2.5㎏
解説

⑵Ａ 2 × 3 ＝□× 5，□＝ 1.2（㎏）
　Ｂ 5 × 50 ＝□× 100，□＝ 2.5（㎏）
⑶Ａ 2 ＋ 1.2 ＝ 3.2（㎏）
　Ｂ 5 － 2.5 ＝ 2.5（㎏）
106 ページ 　練習問題
15　⑴　200g　　⑵　100g　　⑶　36㎝

⑷　15㎝
解説

⑴ 100 × 60 ＝□× 30，□＝ 200（g）
⑵ 200 － 100 ＝ 100（g）
⑶ 120 × 60 ＝ 200 ×□，□＝ 36（㎝）
⑷上向き・下向きのつり合いより，糸が切れる

のは，ばねはかりが（200 － 150 ＝）50g を示
すときだから，50 × 60 ＝ 200 ×□，

　□＝ 15（㎝）

16　⑴　30㎝　　⑵　160g　　⑶　100g
⑷　80g　　⑸　37.5㎝　　⑹　11.25㎝
解説

⑴太さがいちようなぼうの重心は中央にある。
⑵ 100 × 60 ＝□× 30 ＋ 40 × 30，□× 30 ＝

4800，□＝ 160（g）
⑶□＋ 100 ＝ 160 ＋ 40，□＝ 100（g）
⑷□＋ 120 ＝ 160 ＋ 40，□＝ 80（g）
⑸ 120 × 60 ＝ 40 × 30 ＋ 160 ×□，
　160 ×□＝ 6000，□＝ 37.5（㎝）
⑹糸が切れるのは，ばねはかりが（40 ＋ 160 －

150 ＝）50g を示すときだから，50 × 60 ＝
40 × 30 ＋ 160 ×□，160 ×□＝ 1800，

　□＝ 11.25（㎝）
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17　3 倍
解説

　Ａのかたを支点とし，Ｂのかたで上向きの力
がはたらいていると考える。荷物を 1kg とし，
Ｂのかたで上向きにはたらく力を□ kg とする
と，1 × 0.5 ＝□× 2，□＝ 0.25（㎏）
　Ａのかたで上向きにはたらく力は，1 － 0.25
＝ 0.75（㎏）　よって，0.75 ÷ 0.25 ＝ 3（倍）

（別解）かかる力は荷物からの距離の逆比にな
る。荷物からの距離の比はＡ：Ｂ＝ 0.5：1.5
＝ 1：3 より，かかる力の比はＡ：Ｂ＝ 3：1

107 ページ

18　⑴　イ　　⑵　ウ，エ
解説

⑵つめきりは，下の図のように，2 つのてこが
組み合わさったようにはたらいている。

19　⑴　89g　　⑵　7.9㎝　　⑶　168g
⑷　8.4㎝　　⑸　158g　　⑹　178g
解説

⑴ 8.9 × 10 ＝ 89（g）
⑵ c から a，b までの距離の比は，重さの逆比

の 79：89 だから，16.8 ×
79

79＋89＝ 7.9（㎝）
⑶ 89 ＋ 79 ＝ 168（g）
⑷Ａにはたらく浮く力は，（10㎤× 1.0g ＝）

10g だから，a にかかる力は，89 － 10 ＝ 79
（g）となる。よって，a と b にかかる力が等
しくなるから，c 点をぼうの中央にすればよ
い。よって，16.8 ÷ 2 ＝ 8.4（㎝）

⑸ 79 ＋ 79 ＝ 158（g）
⑹ 89 ＋ 79 ＋ 10 ＝ 178（g）

3 輪じくとかっ車

110 ページ 　基本問題

20　⑴　Ｂ　　⑵　20g　　⑶　ア，エ
解説

⑵Ａの重さ×大輪の半径＝Ｃの重さ×小輪の半
径となる。よって，□× 2 ＝ 40 × 1，□＝ 20（g)

⑶ハンドルやドライバーのほか，自転車のペダ
ルやドアノブなどで利用されている。

21　⑴　イ　　⑵　20g　　⑶　100g　　⑷　ア

力

力

支

支

作

作

図 3　□× 5 ＝ 3 × 2　□＝ 1.2（㎏）
105 ページ

13　図 1ウ　図 2イ　図 3ア　図 4ア　図 5ウ
　図 6イ

解説

　動かないところが支点，手で力を加えるとこ
ろが力点，力がはたらくところ（切ったりつま
んだりするものにはたらくところ）が作用点と
なる。

14　⑴　図 1イ　図 2エ　　⑵　Ａ 1.2㎏
Ｂ 2.5㎏　　⑶　図 1：3.2㎏　図 2.5㎏
解説

⑵Ａ 2 × 3 ＝□× 5，□＝ 1.2（㎏）
　Ｂ 5 × 50 ＝□× 100，□＝ 2.5（㎏）
⑶Ａ 2 ＋ 1.2 ＝ 3.2（㎏）
　Ｂ 5 － 2.5 ＝ 2.5（㎏）
106 ページ 　練習問題
15　⑴　200g　　⑵　100g　　⑶　36㎝

⑷　15㎝
解説

⑴ 100 × 60 ＝□× 30，□＝ 200（g）
⑵ 200 － 100 ＝ 100（g）
⑶ 120 × 60 ＝ 200 ×□，□＝ 36（㎝）
⑷上向き・下向きのつり合いより，糸が切れる

のは，ばねはかりが（200 － 150 ＝）50g を示
すときだから，50 × 60 ＝ 200 ×□，

　□＝ 15（㎝）

16　⑴　30㎝　　⑵　160g　　⑶　100g
⑷　80g　　⑸　37.5㎝　　⑹　11.25㎝
解説

⑴太さがいちようなぼうの重心は中央にある。
⑵ 100 × 60 ＝□× 30 ＋ 40 × 30，□× 30 ＝

4800，□＝ 160（g）
⑶□＋ 100 ＝ 160 ＋ 40，□＝ 100（g）
⑷□＋ 120 ＝ 160 ＋ 40，□＝ 80（g）
⑸ 120 × 60 ＝ 40 × 30 ＋ 160 ×□，
　160 ×□＝ 6000，□＝ 37.5（㎝）
⑹糸が切れるのは，ばねはかりが（40 ＋ 160 －

150 ＝）50g を示すときだから，50 × 60 ＝
40 × 30 ＋ 160 ×□，160 ×□＝ 1800，

　□＝ 11.25（㎝）
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17　3 倍
解説

　Ａのかたを支点とし，Ｂのかたで上向きの力
がはたらいていると考える。荷物を 1kg とし，
Ｂのかたで上向きにはたらく力を□ kg とする
と，1 × 0.5 ＝□× 2，□＝ 0.25（㎏）
　Ａのかたで上向きにはたらく力は，1 － 0.25
＝ 0.75（㎏）　よって，0.75 ÷ 0.25 ＝ 3（倍）

（別解）かかる力は荷物からの距離の逆比にな
る。荷物からの距離の比はＡ：Ｂ＝ 0.5：1.5
＝ 1：3 より，かかる力の比はＡ：Ｂ＝ 3：1

107 ページ

18　⑴　イ　　⑵　ウ，エ
解説

⑵つめきりは，下の図のように，2 つのてこが
組み合わさったようにはたらいている。

19　⑴　89g　　⑵　7.9㎝　　⑶　168g
⑷　8.4㎝　　⑸　158g　　⑹　178g
解説

⑴ 8.9 × 10 ＝ 89（g）
⑵ c から a，b までの距離の比は，重さの逆比

の 79：89 だから，16.8 ×
79

79＋89＝ 7.9（㎝）
⑶ 89 ＋ 79 ＝ 168（g）
⑷Ａにはたらく浮く力は，（10㎤× 1.0g ＝）

10g だから，a にかかる力は，89 － 10 ＝ 79
（g）となる。よって，a と b にかかる力が等
しくなるから，c 点をぼうの中央にすればよ
い。よって，16.8 ÷ 2 ＝ 8.4（㎝）

⑸ 79 ＋ 79 ＝ 158（g）
⑹ 89 ＋ 79 ＋ 10 ＝ 178（g）

3 輪じくとかっ車

110 ページ 　基本問題

20　⑴　Ｂ　　⑵　20g　　⑶　ア，エ
解説

⑵Ａの重さ×大輪の半径＝Ｃの重さ×小輪の半
径となる。よって，□× 2 ＝ 40 × 1，□＝ 20（g)

⑶ハンドルやドライバーのほか，自転車のペダ
ルやドアノブなどで利用されている。

21　⑴　イ　　⑵　20g　　⑶　100g　　⑷　ア

力

力

支

支

作

作

図 3　□× 5 ＝ 3 × 2　□＝ 1.2（㎏）
105 ページ

13　図 1ウ　図 2イ　図 3ア　図 4ア　図 5ウ
　図 6イ

解説

　動かないところが支点，手で力を加えるとこ
ろが力点，力がはたらくところ（切ったりつま
んだりするものにはたらくところ）が作用点と
なる。

14　⑴　図 1イ　図 2エ　　⑵　Ａ 1.2㎏
Ｂ 2.5㎏　　⑶　図 1：3.2㎏　図 2.5㎏
解説

⑵Ａ 2 × 3 ＝□× 5，□＝ 1.2（㎏）
　Ｂ 5 × 50 ＝□× 100，□＝ 2.5（㎏）
⑶Ａ 2 ＋ 1.2 ＝ 3.2（㎏）
　Ｂ 5 － 2.5 ＝ 2.5（㎏）
106 ページ 　練習問題
15　⑴　200g　　⑵　100g　　⑶　36㎝

⑷　15㎝
解説

⑴ 100 × 60 ＝□× 30，□＝ 200（g）
⑵ 200 － 100 ＝ 100（g）
⑶ 120 × 60 ＝ 200 ×□，□＝ 36（㎝）
⑷上向き・下向きのつり合いより，糸が切れる

のは，ばねはかりが（200 － 150 ＝）50g を示
すときだから，50 × 60 ＝ 200 ×□，

　□＝ 15（㎝）

16　⑴　30㎝　　⑵　160g　　⑶　100g
⑷　80g　　⑸　37.5㎝　　⑹　11.25㎝
解説

⑴太さがいちようなぼうの重心は中央にある。
⑵ 100 × 60 ＝□× 30 ＋ 40 × 30，□× 30 ＝

4800，□＝ 160（g）
⑶□＋ 100 ＝ 160 ＋ 40，□＝ 100（g）
⑷□＋ 120 ＝ 160 ＋ 40，□＝ 80（g）
⑸ 120 × 60 ＝ 40 × 30 ＋ 160 ×□，
　160 ×□＝ 6000，□＝ 37.5（㎝）
⑹糸が切れるのは，ばねはかりが（40 ＋ 160 －

150 ＝）50g を示すときだから，50 × 60 ＝
40 × 30 ＋ 160 ×□，160 ×□＝ 1800，

　□＝ 11.25（㎝）
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17　3 倍
解説

　Ａのかたを支点とし，Ｂのかたで上向きの力
がはたらいていると考える。荷物を 1kg とし，
Ｂのかたで上向きにはたらく力を□ kg とする
と，1 × 0.5 ＝□× 2，□＝ 0.25（㎏）
　Ａのかたで上向きにはたらく力は，1 － 0.25
＝ 0.75（㎏）　よって，0.75 ÷ 0.25 ＝ 3（倍）

（別解）かかる力は荷物からの距離の逆比にな
る。荷物からの距離の比はＡ：Ｂ＝ 0.5：1.5
＝ 1：3 より，かかる力の比はＡ：Ｂ＝ 3：1

107 ページ

18　⑴　イ　　⑵　ウ，エ
解説

⑵つめきりは，下の図のように，2 つのてこが
組み合わさったようにはたらいている。

19　⑴　89g　　⑵　7.9㎝　　⑶　168g
⑷　8.4㎝　　⑸　158g　　⑹　178g
解説

⑴ 8.9 × 10 ＝ 89（g）
⑵ c から a，b までの距離の比は，重さの逆比

の 79：89 だから，16.8 ×
79

79＋89＝ 7.9（㎝）
⑶ 89 ＋ 79 ＝ 168（g）
⑷Ａにはたらく浮く力は，（10㎤× 1.0g ＝）

10g だから，a にかかる力は，89 － 10 ＝ 79
（g）となる。よって，a と b にかかる力が等
しくなるから，c 点をぼうの中央にすればよ
い。よって，16.8 ÷ 2 ＝ 8.4（㎝）

⑸ 79 ＋ 79 ＝ 158（g）
⑹ 89 ＋ 79 ＋ 10 ＝ 178（g）

3 輪じくとかっ車

110 ページ 　基本問題

20　⑴　Ｂ　　⑵　20g　　⑶　ア，エ
解説

⑵Ａの重さ×大輪の半径＝Ｃの重さ×小輪の半
径となる。よって，□× 2 ＝ 40 × 1，□＝ 20（g)

⑶ハンドルやドライバーのほか，自転車のペダ
ルやドアノブなどで利用されている。

21　⑴　イ　　⑵　20g　　⑶　100g　　⑷　ア

力

力

支

支

作

作

図 3　□× 5 ＝ 3 × 2　□＝ 1.2（㎏）
105 ページ

13　図 1ウ　図 2イ　図 3ア　図 4ア　図 5ウ
　図 6イ

解説

　動かないところが支点，手で力を加えるとこ
ろが力点，力がはたらくところ（切ったりつま
んだりするものにはたらくところ）が作用点と
なる。

14　⑴　図 1イ　図 2エ　　⑵　Ａ 1.2㎏
Ｂ 2.5㎏　　⑶　図 1：3.2㎏　図 2.5㎏
解説

⑵Ａ 2 × 3 ＝□× 5，□＝ 1.2（㎏）
　Ｂ 5 × 50 ＝□× 100，□＝ 2.5（㎏）
⑶Ａ 2 ＋ 1.2 ＝ 3.2（㎏）
　Ｂ 5 － 2.5 ＝ 2.5（㎏）
106 ページ 　練習問題
15　⑴　200g　　⑵　100g　　⑶　36㎝

⑷　15㎝
解説

⑴ 100 × 60 ＝□× 30，□＝ 200（g）
⑵ 200 － 100 ＝ 100（g）
⑶ 120 × 60 ＝ 200 ×□，□＝ 36（㎝）
⑷上向き・下向きのつり合いより，糸が切れる

のは，ばねはかりが（200 － 150 ＝）50g を示
すときだから，50 × 60 ＝ 200 ×□，

　□＝ 15（㎝）

16　⑴　30㎝　　⑵　160g　　⑶　100g
⑷　80g　　⑸　37.5㎝　　⑹　11.25㎝
解説

⑴太さがいちようなぼうの重心は中央にある。
⑵ 100 × 60 ＝□× 30 ＋ 40 × 30，□× 30 ＝

4800，□＝ 160（g）
⑶□＋ 100 ＝ 160 ＋ 40，□＝ 100（g）
⑷□＋ 120 ＝ 160 ＋ 40，□＝ 80（g）
⑸ 120 × 60 ＝ 40 × 30 ＋ 160 ×□，
　160 ×□＝ 6000，□＝ 37.5（㎝）
⑹糸が切れるのは，ばねはかりが（40 ＋ 160 －

150 ＝）50g を示すときだから，50 × 60 ＝
40 × 30 ＋ 160 ×□，160 ×□＝ 1800，

　□＝ 11.25（㎝）
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17　3 倍
解説

　Ａのかたを支点とし，Ｂのかたで上向きの力
がはたらいていると考える。荷物を 1kg とし，
Ｂのかたで上向きにはたらく力を□ kg とする
と，1 × 0.5 ＝□× 2，□＝ 0.25（㎏）
　Ａのかたで上向きにはたらく力は，1 － 0.25
＝ 0.75（㎏）　よって，0.75 ÷ 0.25 ＝ 3（倍）

（別解）かかる力は荷物からの距離の逆比にな
る。荷物からの距離の比はＡ：Ｂ＝ 0.5：1.5
＝ 1：3 より，かかる力の比はＡ：Ｂ＝ 3：1

107 ページ

18　⑴　イ　　⑵　ウ，エ
解説

⑵つめきりは，下の図のように，2 つのてこが
組み合わさったようにはたらいている。

19　⑴　89g　　⑵　7.9㎝　　⑶　168g
⑷　8.4㎝　　⑸　158g　　⑹　178g
解説

⑴ 8.9 × 10 ＝ 89（g）
⑵ c から a，b までの距離の比は，重さの逆比

の 79：89 だから，16.8 ×
79

79＋89＝ 7.9（㎝）
⑶ 89 ＋ 79 ＝ 168（g）
⑷Ａにはたらく浮く力は，（10㎤× 1.0g ＝）

10g だから，a にかかる力は，89 － 10 ＝ 79
（g）となる。よって，a と b にかかる力が等
しくなるから，c 点をぼうの中央にすればよ
い。よって，16.8 ÷ 2 ＝ 8.4（㎝）

⑸ 79 ＋ 79 ＝ 158（g）
⑹ 89 ＋ 79 ＋ 10 ＝ 178（g）

3 輪じくとかっ車

110 ページ 　基本問題

20　⑴　Ｂ　　⑵　20g　　⑶　ア，エ
解説

⑵Ａの重さ×大輪の半径＝Ｃの重さ×小輪の半
径となる。よって，□× 2 ＝ 40 × 1，□＝ 20（g)

⑶ハンドルやドライバーのほか，自転車のペダ
ルやドアノブなどで利用されている。

21　⑴　イ　　⑵　20g　　⑶　100g　　⑷　ア

力

力

支

支

作

作

図 3　□× 5 ＝ 3 × 2　□＝ 1.2（㎏）
105 ページ

13　図 1ウ　図 2イ　図 3ア　図 4ア　図 5ウ
　図 6イ

解説

　動かないところが支点，手で力を加えるとこ
ろが力点，力がはたらくところ（切ったりつま
んだりするものにはたらくところ）が作用点と
なる。

14　⑴　図 1イ　図 2エ　　⑵　Ａ 1.2㎏
Ｂ 2.5㎏　　⑶　図 1：3.2㎏　図 2.5㎏
解説

⑵Ａ 2 × 3 ＝□× 5，□＝ 1.2（㎏）
　Ｂ 5 × 50 ＝□× 100，□＝ 2.5（㎏）
⑶Ａ 2 ＋ 1.2 ＝ 3.2（㎏）
　Ｂ 5 － 2.5 ＝ 2.5（㎏）
106 ページ 　練習問題
15　⑴　200g　　⑵　100g　　⑶　36㎝

⑷　15㎝
解説

⑴ 100 × 60 ＝□× 30，□＝ 200（g）
⑵ 200 － 100 ＝ 100（g）
⑶ 120 × 60 ＝ 200 ×□，□＝ 36（㎝）
⑷上向き・下向きのつり合いより，糸が切れる

のは，ばねはかりが（200 － 150 ＝）50g を示
すときだから，50 × 60 ＝ 200 ×□，

　□＝ 15（㎝）

16　⑴　30㎝　　⑵　160g　　⑶　100g
⑷　80g　　⑸　37.5㎝　　⑹　11.25㎝
解説

⑴太さがいちようなぼうの重心は中央にある。
⑵ 100 × 60 ＝□× 30 ＋ 40 × 30，□× 30 ＝

4800，□＝ 160（g）
⑶□＋ 100 ＝ 160 ＋ 40，□＝ 100（g）
⑷□＋ 120 ＝ 160 ＋ 40，□＝ 80（g）
⑸ 120 × 60 ＝ 40 × 30 ＋ 160 ×□，
　160 ×□＝ 6000，□＝ 37.5（㎝）
⑹糸が切れるのは，ばねはかりが（40 ＋ 160 －

150 ＝）50g を示すときだから，50 × 60 ＝
40 × 30 ＋ 160 ×□，160 ×□＝ 1800，

　□＝ 11.25（㎝）
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17　3 倍
解説

　Ａのかたを支点とし，Ｂのかたで上向きの力
がはたらいていると考える。荷物を 1kg とし，
Ｂのかたで上向きにはたらく力を□ kg とする
と，1 × 0.5 ＝□× 2，□＝ 0.25（㎏）
　Ａのかたで上向きにはたらく力は，1 － 0.25
＝ 0.75（㎏）　よって，0.75 ÷ 0.25 ＝ 3（倍）

（別解）かかる力は荷物からの距離の逆比にな
る。荷物からの距離の比はＡ：Ｂ＝ 0.5：1.5
＝ 1：3 より，かかる力の比はＡ：Ｂ＝ 3：1

107 ページ

18　⑴　イ　　⑵　ウ，エ
解説

⑵つめきりは，下の図のように，2 つのてこが
組み合わさったようにはたらいている。

19　⑴　89g　　⑵　7.9㎝　　⑶　168g
⑷　8.4㎝　　⑸　158g　　⑹　178g
解説

⑴ 8.9 × 10 ＝ 89（g）
⑵ c から a，b までの距離の比は，重さの逆比

の 79：89 だから，16.8 ×
79

79＋89＝ 7.9（㎝）
⑶ 89 ＋ 79 ＝ 168（g）
⑷Ａにはたらく浮く力は，（10㎤× 1.0g ＝）

10g だから，a にかかる力は，89 － 10 ＝ 79
（g）となる。よって，a と b にかかる力が等
しくなるから，c 点をぼうの中央にすればよ
い。よって，16.8 ÷ 2 ＝ 8.4（㎝）

⑸ 79 ＋ 79 ＝ 158（g）
⑹ 89 ＋ 79 ＋ 10 ＝ 178（g）

3 輪じくとかっ車

110 ページ 　基本問題

20　⑴　Ｂ　　⑵　20g　　⑶　ア，エ
解説

⑵Ａの重さ×大輪の半径＝Ｃの重さ×小輪の半
径となる。よって，□× 2 ＝ 40 × 1，□＝ 20（g)

⑶ハンドルやドライバーのほか，自転車のペダ
ルやドアノブなどで利用されている。

21　⑴　イ　　⑵　20g　　⑶　100g　　⑷　ア

力

力

支

支

作

作

図 3　□× 5 ＝ 3 × 2　□＝ 1.2（㎏）
105 ページ

13　図 1ウ　図 2イ　図 3ア　図 4ア　図 5ウ
　図 6イ

解説

　動かないところが支点，手で力を加えるとこ
ろが力点，力がはたらくところ（切ったりつま
んだりするものにはたらくところ）が作用点と
なる。

14　⑴　図 1イ　図 2エ　　⑵　Ａ 1.2㎏
Ｂ 2.5㎏　　⑶　図 1：3.2㎏　図 2.5㎏
解説

⑵Ａ 2 × 3 ＝□× 5，□＝ 1.2（㎏）
　Ｂ 5 × 50 ＝□× 100，□＝ 2.5（㎏）
⑶Ａ 2 ＋ 1.2 ＝ 3.2（㎏）
　Ｂ 5 － 2.5 ＝ 2.5（㎏）
106 ページ 　練習問題
15　⑴　200g　　⑵　100g　　⑶　36㎝

⑷　15㎝
解説

⑴ 100 × 60 ＝□× 30，□＝ 200（g）
⑵ 200 － 100 ＝ 100（g）
⑶ 120 × 60 ＝ 200 ×□，□＝ 36（㎝）
⑷上向き・下向きのつり合いより，糸が切れる

のは，ばねはかりが（200 － 150 ＝）50g を示
すときだから，50 × 60 ＝ 200 ×□，

　□＝ 15（㎝）

16　⑴　30㎝　　⑵　160g　　⑶　100g
⑷　80g　　⑸　37.5㎝　　⑹　11.25㎝
解説

⑴太さがいちようなぼうの重心は中央にある。
⑵ 100 × 60 ＝□× 30 ＋ 40 × 30，□× 30 ＝

4800，□＝ 160（g）
⑶□＋ 100 ＝ 160 ＋ 40，□＝ 100（g）
⑷□＋ 120 ＝ 160 ＋ 40，□＝ 80（g）
⑸ 120 × 60 ＝ 40 × 30 ＋ 160 ×□，
　160 ×□＝ 6000，□＝ 37.5（㎝）
⑹糸が切れるのは，ばねはかりが（40 ＋ 160 －

150 ＝）50g を示すときだから，50 × 60 ＝
40 × 30 ＋ 160 ×□，160 ×□＝ 1800，

　□＝ 11.25（㎝）
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⑵目盛り 1 のとき 10g であること，目盛りが
大きい値になるほど糸Ｂにかかる力が大きく
なっていくことからイ。

⑶，⑷目盛りが 0 ～ 6 のときのＡ，Ｂにかかる
重さをまとめると，次の表のようになる。

113 ページ

26　⑴　120g　　⑵　120g　　⑶　280g
⑷　120g　　⑸　120g　　⑹　280g
解説

⑴，⑵（200 ＋ 40）÷ 2 ＝ 120（g）
⑶（ついているかっ車の左が引く力）＋（おもり

Ｂの重さ）＋（かっ車の重さ）だから，
　120 ＋ 120 ＋ 40 ＝ 280（g）
⑷（200 ＋ 40）÷ 2 ＝ 120（g）
⑸図 1 のＢと同じ 120g である。
⑹図 1 のばねはかりと同じ 280g である。

27　⑴　800g　　⑵　300g　　⑶　2㎝
解説

⑴ 300 × 3 ＝□× 1 ＋ 50 × 2，□＝ 800（g）
⑶動かっ車の一方が固定されているとき，もう

一方のひもを引くと，動かっ車の中心は引い
たひもの

1
2 だけ動く。動かっ車Ｂの左側を 4

㎝引いているので，動かっ車Ｂは 4 ÷ 2 ＝ 2
（㎝）動く。

28　⑴　30g　　⑵　6㎝
解説

⑴□× 3 ＝ 90 × 1，□＝ 30（g）
⑵ 2 ×

90
30＝ 6（㎝）

目盛り 0 1 2 3 4 5 6
Ａ（g） 30 25 20 15 10 5 0
Ｂ（g） 0 5 10 15 20 25 30

300
g300

g

300
g

400g

50g

おもり

11
22
33

200g

解説

⑵□× 6 ＝ 60 × 2，□＝ 20（g）
⑶□× 6 ＝ 300 × 2，□＝ 100（g）
111 ページ

22　⑴　定かっ車　　⑵　動かっ車
⑶　図 1イ　図 2エ　　⑷　2㎏以上
⑸　1㎏以上
解説

⑴，⑵定かっ車は，力の向きを変える。動かっ
車は，力の大きさを変える。

⑷定かっ車は力の大きさは変えないので，おも
り以上の力で引く。

⑸図 2 の動かっ車では，天じょうでもおもりを
支えることになるから，おもりの半分以上の
力で引けばよい。

23　⑴　60g　　⑵　Ａ 250g　Ｃ 125g
⑶　125g　　⑷　20㎝　　⑸　40㎝
解説

⑴～⑶下の図のようになる。

⑷動かっ車では，力の比とうごく距離の比は逆
の比になる。10 ×

60
30 ＝ 20（㎝）

⑸ 10 ×
500
125＝ 40（㎝）

112 ページ 　練習問題
24　⑴　9g　　⑵　イ　　⑶　28g

解説

⑴ 6 × 3 ＝□× 2，□＝ 9（g）
⑵①：③＝ 5：2，②：③＝ 3：2 より，
　①：②：③＝ 5：3：2
⑶ 10 × 5 ＋ 2 × 3 ＝□× 2　□＝ 28（g）

25　⑴　10g　　⑵　イ　　⑶　ウ
⑷　エ
解説

⑴糸Ｂにかかる重さは，30 ×
1

5＋1 ＝ 5（g）
　5 × 4 ＝□× 2，□＝ 10（g）

図１
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⑵目盛り 1 のとき 10g であること，目盛りが
大きい値になるほど糸Ｂにかかる力が大きく
なっていくことからイ。

⑶，⑷目盛りが 0 ～ 6 のときのＡ，Ｂにかかる
重さをまとめると，次の表のようになる。

113 ページ

26　⑴　120g　　⑵　120g　　⑶　280g
⑷　120g　　⑸　120g　　⑹　280g
解説

⑴，⑵（200 ＋ 40）÷ 2 ＝ 120（g）
⑶（ついているかっ車の左が引く力）＋（おもり

Ｂの重さ）＋（かっ車の重さ）だから，
　120 ＋ 120 ＋ 40 ＝ 280（g）
⑷（200 ＋ 40）÷ 2 ＝ 120（g）
⑸図 1 のＢと同じ 120g である。
⑹図 1 のばねはかりと同じ 280g である。

27　⑴　800g　　⑵　300g　　⑶　2㎝
解説

⑴ 300 × 3 ＝□× 1 ＋ 50 × 2，□＝ 800（g）
⑶動かっ車の一方が固定されているとき，もう

一方のひもを引くと，動かっ車の中心は引い
たひもの

1
2 だけ動く。動かっ車Ｂの左側を 4

㎝引いているので，動かっ車Ｂは 4 ÷ 2 ＝ 2
（㎝）動く。

28　⑴　30g　　⑵　6㎝
解説

⑴□× 3 ＝ 90 × 1，□＝ 30（g）
⑵ 2 ×

90
30＝ 6（㎝）

目盛り 0 1 2 3 4 5 6
Ａ（g） 30 25 20 15 10 5 0
Ｂ（g） 0 5 10 15 20 25 30

300
g300

g

300
g

400g

50g

おもり

11
22
33

200g

解説

⑵□× 6 ＝ 60 × 2，□＝ 20（g）
⑶□× 6 ＝ 300 × 2，□＝ 100（g）
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22　⑴　定かっ車　　⑵　動かっ車
⑶　図 1イ　図 2エ　　⑷　2㎏以上
⑸　1㎏以上
解説

⑴，⑵定かっ車は，力の向きを変える。動かっ
車は，力の大きさを変える。

⑷定かっ車は力の大きさは変えないので，おも
り以上の力で引く。

⑸図 2 の動かっ車では，天じょうでもおもりを
支えることになるから，おもりの半分以上の
力で引けばよい。

23　⑴　60g　　⑵　Ａ 250g　Ｃ 125g
⑶　125g　　⑷　20㎝　　⑸　40㎝
解説

⑴～⑶下の図のようになる。

⑷動かっ車では，力の比とうごく距離の比は逆
の比になる。10 ×

60
30 ＝ 20（㎝）

⑸ 10 ×
500
125＝ 40（㎝）

112 ページ 　練習問題
24　⑴　9g　　⑵　イ　　⑶　28g

解説

⑴ 6 × 3 ＝□× 2，□＝ 9（g）
⑵①：③＝ 5：2，②：③＝ 3：2 より，
　①：②：③＝ 5：3：2
⑶ 10 × 5 ＋ 2 × 3 ＝□× 2　□＝ 28（g）

25　⑴　10g　　⑵　イ　　⑶　ウ
⑷　エ
解説

⑴糸Ｂにかかる重さは，30 ×
1

5＋1 ＝ 5（g）
　5 × 4 ＝□× 2，□＝ 10（g）

図１
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⑵目盛り 1 のとき 10g であること，目盛りが
大きい値になるほど糸Ｂにかかる力が大きく
なっていくことからイ。

⑶，⑷目盛りが 0 ～ 6 のときのＡ，Ｂにかかる
重さをまとめると，次の表のようになる。
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26　⑴　120g　　⑵　120g　　⑶　280g
⑷　120g　　⑸　120g　　⑹　280g
解説

⑴，⑵（200 ＋ 40）÷ 2 ＝ 120（g）
⑶（ついているかっ車の左が引く力）＋（おもり

Ｂの重さ）＋（かっ車の重さ）だから，
　120 ＋ 120 ＋ 40 ＝ 280（g）
⑷（200 ＋ 40）÷ 2 ＝ 120（g）
⑸図 1 のＢと同じ 120g である。
⑹図 1 のばねはかりと同じ 280g である。

27　⑴　800g　　⑵　300g　　⑶　2㎝
解説

⑴ 300 × 3 ＝□× 1 ＋ 50 × 2，□＝ 800（g）
⑶動かっ車の一方が固定されているとき，もう

一方のひもを引くと，動かっ車の中心は引い
たひもの

1
2 だけ動く。動かっ車Ｂの左側を 4

㎝引いているので，動かっ車Ｂは 4 ÷ 2 ＝ 2
（㎝）動く。

28　⑴　30g　　⑵　6㎝
解説

⑴□× 3 ＝ 90 × 1，□＝ 30（g）
⑵ 2 ×

90
30＝ 6（㎝）

目盛り 0 1 2 3 4 5 6
Ａ（g） 30 25 20 15 10 5 0
Ｂ（g） 0 5 10 15 20 25 30

300
g300

g

300
g

400g

50g

おもり

11
22
33

200g

解説

⑵□× 6 ＝ 60 × 2，□＝ 20（g）
⑶□× 6 ＝ 300 × 2，□＝ 100（g）
111 ページ

22　⑴　定かっ車　　⑵　動かっ車
⑶　図 1イ　図 2エ　　⑷　2㎏以上
⑸　1㎏以上
解説

⑴，⑵定かっ車は，力の向きを変える。動かっ
車は，力の大きさを変える。

⑷定かっ車は力の大きさは変えないので，おも
り以上の力で引く。

⑸図 2 の動かっ車では，天じょうでもおもりを
支えることになるから，おもりの半分以上の
力で引けばよい。

23　⑴　60g　　⑵　Ａ 250g　Ｃ 125g
⑶　125g　　⑷　20㎝　　⑸　40㎝
解説

⑴～⑶下の図のようになる。

⑷動かっ車では，力の比とうごく距離の比は逆
の比になる。10 ×

60
30 ＝ 20（㎝）

⑸ 10 ×
500
125＝ 40（㎝）

112 ページ 　練習問題
24　⑴　9g　　⑵　イ　　⑶　28g

解説

⑴ 6 × 3 ＝□× 2，□＝ 9（g）
⑵①：③＝ 5：2，②：③＝ 3：2 より，
　①：②：③＝ 5：3：2
⑶ 10 × 5 ＋ 2 × 3 ＝□× 2　□＝ 28（g）

25　⑴　10g　　⑵　イ　　⑶　ウ
⑷　エ
解説

⑴糸Ｂにかかる重さは，30 ×
1

5＋1 ＝ 5（g）
　5 × 4 ＝□× 2，□＝ 10（g）
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⑵目盛り 1 のとき 10g であること，目盛りが
大きい値になるほど糸Ｂにかかる力が大きく
なっていくことからイ。

⑶，⑷目盛りが 0 ～ 6 のときのＡ，Ｂにかかる
重さをまとめると，次の表のようになる。

113 ページ

26　⑴　120g　　⑵　120g　　⑶　280g
⑷　120g　　⑸　120g　　⑹　280g
解説

⑴，⑵（200 ＋ 40）÷ 2 ＝ 120（g）
⑶（ついているかっ車の左が引く力）＋（おもり

Ｂの重さ）＋（かっ車の重さ）だから，
　120 ＋ 120 ＋ 40 ＝ 280（g）
⑷（200 ＋ 40）÷ 2 ＝ 120（g）
⑸図 1 のＢと同じ 120g である。
⑹図 1 のばねはかりと同じ 280g である。

27　⑴　800g　　⑵　300g　　⑶　2㎝
解説

⑴ 300 × 3 ＝□× 1 ＋ 50 × 2，□＝ 800（g）
⑶動かっ車の一方が固定されているとき，もう

一方のひもを引くと，動かっ車の中心は引い
たひもの

1
2 だけ動く。動かっ車Ｂの左側を 4

㎝引いているので，動かっ車Ｂは 4 ÷ 2 ＝ 2
（㎝）動く。

28　⑴　30g　　⑵　6㎝
解説

⑴□× 3 ＝ 90 × 1，□＝ 30（g）
⑵ 2 ×

90
30＝ 6（㎝）

目盛り 0 1 2 3 4 5 6
Ａ（g） 30 25 20 15 10 5 0
Ｂ（g） 0 5 10 15 20 25 30

300
g300

g

300
g

400g

50g

おもり

11
22
33

200g

解説

⑵□× 6 ＝ 60 × 2，□＝ 20（g）
⑶□× 6 ＝ 300 × 2，□＝ 100（g）
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22　⑴　定かっ車　　⑵　動かっ車
⑶　図 1イ　図 2エ　　⑷　2㎏以上
⑸　1㎏以上
解説

⑴，⑵定かっ車は，力の向きを変える。動かっ
車は，力の大きさを変える。

⑷定かっ車は力の大きさは変えないので，おも
り以上の力で引く。

⑸図 2 の動かっ車では，天じょうでもおもりを
支えることになるから，おもりの半分以上の
力で引けばよい。

23　⑴　60g　　⑵　Ａ 250g　Ｃ 125g
⑶　125g　　⑷　20㎝　　⑸　40㎝
解説

⑴～⑶下の図のようになる。

⑷動かっ車では，力の比とうごく距離の比は逆
の比になる。10 ×

60
30 ＝ 20（㎝）

⑸ 10 ×
500
125＝ 40（㎝）
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24　⑴　9g　　⑵　イ　　⑶　28g

解説

⑴ 6 × 3 ＝□× 2，□＝ 9（g）
⑵①：③＝ 5：2，②：③＝ 3：2 より，
　①：②：③＝ 5：3：2
⑶ 10 × 5 ＋ 2 × 3 ＝□× 2　□＝ 28（g）

25　⑴　10g　　⑵　イ　　⑶　ウ
⑷　エ
解説

⑴糸Ｂにかかる重さは，30 ×
1

5＋1 ＝ 5（g）
　5 × 4 ＝□× 2，□＝ 10（g）
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⑵目盛り 1 のとき 10g であること，目盛りが
大きい値になるほど糸Ｂにかかる力が大きく
なっていくことからイ。

⑶，⑷目盛りが 0 ～ 6 のときのＡ，Ｂにかかる
重さをまとめると，次の表のようになる。
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26　⑴　120g　　⑵　120g　　⑶　280g
⑷　120g　　⑸　120g　　⑹　280g
解説

⑴，⑵（200 ＋ 40）÷ 2 ＝ 120（g）
⑶（ついているかっ車の左が引く力）＋（おもり

Ｂの重さ）＋（かっ車の重さ）だから，
　120 ＋ 120 ＋ 40 ＝ 280（g）
⑷（200 ＋ 40）÷ 2 ＝ 120（g）
⑸図 1 のＢと同じ 120g である。
⑹図 1 のばねはかりと同じ 280g である。

27　⑴　800g　　⑵　300g　　⑶　2㎝
解説

⑴ 300 × 3 ＝□× 1 ＋ 50 × 2，□＝ 800（g）
⑶動かっ車の一方が固定されているとき，もう

一方のひもを引くと，動かっ車の中心は引い
たひもの

1
2 だけ動く。動かっ車Ｂの左側を 4

㎝引いているので，動かっ車Ｂは 4 ÷ 2 ＝ 2
（㎝）動く。

28　⑴　30g　　⑵　6㎝
解説

⑴□× 3 ＝ 90 × 1，□＝ 30（g）
⑵ 2 ×

90
30＝ 6（㎝）

目盛り 0 1 2 3 4 5 6
Ａ（g） 30 25 20 15 10 5 0
Ｂ（g） 0 5 10 15 20 25 30

300
g300

g

300
g

400g

50g

おもり

11
22
33

200g

解説

⑵□× 6 ＝ 60 × 2，□＝ 20（g）
⑶□× 6 ＝ 300 × 2，□＝ 100（g）
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22　⑴　定かっ車　　⑵　動かっ車
⑶　図 1イ　図 2エ　　⑷　2㎏以上
⑸　1㎏以上
解説

⑴，⑵定かっ車は，力の向きを変える。動かっ
車は，力の大きさを変える。

⑷定かっ車は力の大きさは変えないので，おも
り以上の力で引く。

⑸図 2 の動かっ車では，天じょうでもおもりを
支えることになるから，おもりの半分以上の
力で引けばよい。

23　⑴　60g　　⑵　Ａ 250g　Ｃ 125g
⑶　125g　　⑷　20㎝　　⑸　40㎝
解説

⑴～⑶下の図のようになる。

⑷動かっ車では，力の比とうごく距離の比は逆
の比になる。10 ×

60
30 ＝ 20（㎝）

⑸ 10 ×
500
125＝ 40（㎝）

112 ページ 　練習問題
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⑴ 6 × 3 ＝□× 2，□＝ 9（g）
⑵①：③＝ 5：2，②：③＝ 3：2 より，
　①：②：③＝ 5：3：2
⑶ 10 × 5 ＋ 2 × 3 ＝□× 2　□＝ 28（g）

25　⑴　10g　　⑵　イ　　⑶　ウ
⑷　エ
解説

⑴糸Ｂにかかる重さは，30 ×
1

5＋1 ＝ 5（g）
　5 × 4 ＝□× 2，□＝ 10（g）
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水溶液の性質8
1 いろいろな水溶液

118 ページ 基本問題

1 ⑴ とう明 ⑵ ろ紙，とけているもの
⑶ とけているもの，水

2 ⑴ × ⑵ × ⑶ × ⑷ △
⑸ ○ ⑹ ○ ⑺ × ⑻ △

3 ⑴ 上がる ⑵ 熱が発生して，液体が飛
びちるのを防ぐため。
解説

⑴水酸化ナトリウムや水酸化カルシウムを水に
とかすと，発熱する。

⑵塩酸をうすめるとき，必ず水の中に少しずつ
塩酸を注ぐ（塩酸の中に水を入れてはいけな
い）。こい塩酸を少量の水に一度に入れると，
急げきに反応して発熱し，塩酸が飛びちる危
険があるので，注意する。

4 ⑴ 塩化水素 ⑵ エ
解説

⑵気体は水の温度が低いほどよくとけ，水の温
度が高くなるほどとけにくくなる。

119 ページ

5

6 ⑴ 水素 ⑵ エ ⑶ イ ⑷ イ
⑸ 加熱して水を蒸

じょう

発
はつ

させる。 ⑹ 熱が発
生する。 ⑺ とけ方が速くなる。
解説

⑵金属がとけるので，金属からあわが出る。
⑶アルミニウムがとけるとき，塩化水素の一部

が水素になり，残りの部分はアルミニウムと
結びついて塩化アルミニウムになる。

⑷水素に火をつけると，「ポッ」と音を出して燃
え，水ができる。

⑸塩酸にアルミニウムをとかしたあとに残った
水溶液を熱して水分を蒸発させると，白い固
体である塩化アルミニウムが出てくる。

⑹アルミニウム，あえん，鉄などが塩酸にとけ
るとき，熱が発生する。

鉄 銅 あえん アルミニウム

うすい塩酸 ○ × ○ ○
うすい水酸化
ナトリウム水溶液 × × ○

うすい硫酸 ○ × ○ ○

チャレンジ
　コーナー 4 力のつり合い

114 ページ
1　10㎝

解説 　
　？㎝＝ ㎝とすると，200 ×（30 － ）＝ 100
× 10 ＋ 100 × 30，　 ＝ 10（㎝）

2　おもりＡ：400g　おもりＢ：50g
解説 　

　ひも②にかかる力の大きさは，
　　300 ×

2
2＋1 ＝ 200（g）

　おもりＡの重さは，
　　200 × 16 ＝Ａ× 8，Ａ＝ 400（g）
　ひも③にかかる力の大きさは，
　　300 ×

1
2＋1 ＝ 100（g）

　よって，ひも④，⑤にはそれぞれ（100 ÷ 2 ＝）
50g の重さがかかり，ひも⑥にかかる重さは⑤
と同じだから，Ｂ＝ 50（g）
115 ページ
3 ⑴ 2.7㎤ ⑵　500㎤

解説

⑴浮力の大きさは，10.5 － 7.8 ＝ 2.7（g） 水 1g
の体積は 1㎤だから，2.7 ÷ 1 ＝ 2.7（㎤）

⑵液体につかった部分の体積を ㎤とすると，
× 0.8 ＝ 200， ＝ 250（㎤） これは木片の

体積の半分だから，250 × 2 ＝ 500（㎤）

4 ⑴ 15㎝ ⑵ 60g ⑶　3.6㎝ ⑷　6㎝
解説

⑴ばねののびを□㎝とすると，
100：（12 － 10）＝ 250：□，□＝ 5（㎝）
よって，10 ＋ 5 ＝ 15（㎝）

⑵小輪のひもを引
く重さは 90g だ
から，
90 × 2 ＝□× 3，
□＝ 60（g）

⑶ばねにかかって
いる力は，
90 ＋ 90 ＝ 180（g）
100：2 ＝ 180：□，
□＝ 3.6（㎝）

⑷ 4 ×
90
60 ＝ 6（㎝）

90
g

90
g

90

3 ㎝ 2 ㎝

g
Ａ
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水溶液の性質8
1 いろいろな水溶液

118 ページ 基本問題

1 ⑴ とう明 ⑵ ろ紙，とけているもの
⑶ とけているもの，水

2 ⑴ × ⑵ × ⑶ × ⑷ △
⑸ ○ ⑹ ○ ⑺ × ⑻ △

3 ⑴ 上がる ⑵ 熱が発生して，液体が飛
びちるのを防ぐため。
解説

⑴水酸化ナトリウムや水酸化カルシウムを水に
とかすと，発熱する。

⑵塩酸をうすめるとき，必ず水の中に少しずつ
塩酸を注ぐ（塩酸の中に水を入れてはいけな
い）。こい塩酸を少量の水に一度に入れると，
急げきに反応して発熱し，塩酸が飛びちる危
険があるので，注意する。

4 ⑴ 塩化水素 ⑵ エ
解説

⑵気体は水の温度が低いほどよくとけ，水の温
度が高くなるほどとけにくくなる。

119 ページ

5

6 ⑴ 水素 ⑵ エ ⑶ イ ⑷ イ
⑸ 加熱して水を蒸

じょう

発
はつ

させる。 ⑹ 熱が発
生する。 ⑺ とけ方が速くなる。
解説

⑵金属がとけるので，金属からあわが出る。
⑶アルミニウムがとけるとき，塩化水素の一部

が水素になり，残りの部分はアルミニウムと
結びついて塩化アルミニウムになる。

⑷水素に火をつけると，「ポッ」と音を出して燃
え，水ができる。

⑸塩酸にアルミニウムをとかしたあとに残った
水溶液を熱して水分を蒸発させると，白い固
体である塩化アルミニウムが出てくる。

⑹アルミニウム，あえん，鉄などが塩酸にとけ
るとき，熱が発生する。

鉄 銅 あえん アルミニウム

うすい塩酸 ○ × ○ ○
うすい水酸化
ナトリウム水溶液 × × ○

うすい硫酸 ○ × ○ ○

チャレンジ
　コーナー 4 力のつり合い

114 ページ
1 10㎝

解説

？㎝＝ ㎝とすると，200 ×（30 － ）＝ 100
× 10 ＋ 100 × 30， ＝ 10（㎝）

2 おもりＡ：400g おもりＢ：50g
解説

ひも②にかかる力の大きさは，
300 ×

2
2＋1 ＝ 200（g）

おもりＡの重さは，
200 × 16 ＝Ａ× 8，Ａ＝ 400（g）

ひも③にかかる力の大きさは，
300 ×

1
2＋1 ＝ 100（g）

よって，ひも④，⑤にはそれぞれ（100 ÷ 2 ＝）
50g の重さがかかり，ひも⑥にかかる重さは⑤
と同じだから，Ｂ＝ 50（g）
115 ページ
3　⑴　2.7㎤　　⑵　500㎤

解説 　
⑴浮力の大きさは，10.5 － 7.8 ＝ 2.7（g）　水 1g

の体積は 1㎤だから，2.7 ÷ 1 ＝ 2.7（㎤）
⑵液体につかった部分の体積を ㎤とすると，
　 × 0.8 ＝ 200， ＝ 250（㎤）　これは木片の

体積の半分だから，250 × 2 ＝ 500（㎤）

4　⑴　15㎝　 ⑵　60g　 ⑶　3.6㎝　 ⑷　6㎝
解説 　

⑴ばねののびを□㎝とすると，
　100：（12 － 10）＝ 250：□，□＝ 5（㎝）
　よって，10 ＋ 5 ＝ 15（㎝）
⑵小輪のひもを引

く重さは 90g だ
から，

　90 × 2 ＝□× 3，
□＝ 60（g）

⑶ばねにかかって
いる力は，

　90 ＋ 90 ＝ 180（g）
　100：2 ＝ 180：□，

□＝ 3.6（㎝）
⑷ 4 ×

90
60 ＝ 6（㎝）

90
g

90
g

90

3 ㎝ 2 ㎝

g
Ａ
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6 月と太陽

1 月の形と動き

92 ページ 　基本問題
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※まっすぐ北側を動くのは春分・秋分。また，
冬のかげの先の動きは夏至のものとは交差し
ない。
⑻かげの長さは，太陽高度が低いほど長くなる。
日本と同じくらいの緯度の場合，同じ日でも，
北に位置する都市ほど南中高度が低く，南に
位置する都市ほど南中高度が高い。

2 月の形と動き

70 ページ 基本問題

1　⑴　（ア）→ウ→オ→エ→イ→カ　　⑵　ア
⑶　ウ
解説

　アは新月から上げんの月の間の形だから，ウ
（上げんの月）→オ（満月）→エ（下げんの月）→イ
（下げんの月と新月の間の形）→カ（新月）とな
る。

2　⑴　ウ　　⑵　見えない。　　⑶　南
⑷　エ
解説

⑴月は東から出て西にしずむ。図の月は，しず
んでいると中の月を示している。
⑵正午ごろは太陽の光が強いので，月は見えな
い。
⑷午前 9時ごろに南西の空に見られたので，こ
の月は午前 6時ごろ南の空にあり，正午ごろ
西の地平線にしずむ下げんの月だと考えられ
る。下げんの月が見られた日の 3～ 4日後に
見られる月は，左側に細長くなっている月（三
日月と左右が反対の月）である。

71 ページ

3 ⑴ 南 ⑵ イ ⑶ エ ⑷ ウ
解説

⑴～⑶図は上げんの月。上げんの月は，正午ご
ろ東に出て（日中はあまり見えない），夕方ご
ろ南中し，真夜中ごろ西にしずむ。
⑷上げんの月から約１週間たつと，満月が見え
るようになる。また，月の南中時刻は１日に
約 50 分ずつおそくなるので，毎日同じ時刻
に月を観察すると，しだいに東よりにうつっ
ていく。

4 ⑴ Ｂ ⑵ 12 時間 ⑶ おそくな
る。 ⑷ 右側が少し欠けている。

あたためるから，太陽が 1年で最も高い時期
と気温が 1年で最も高い時期はずれている。
⑹季節によって太陽の動きや昼の長さが変化す
るのは，地球が一定の角度でかたむいたまま
太陽のまわりを公転しているからである。

66 ページ 練習問題
12 ⑴ イ ⑵ 太陽は球形をしている。
⑶ 直接太陽を見ると目をいためるから。
解説

⑵黒点が動くことから，太陽が自転しているこ
ともわかる。

13 ⑴ Ｏ ⑵ 南中高度 ⑶ 同じになっ
ている。 ⑷ 地球が一定の速さで自転して
いること。 ⑸ ウ
解説

⑶，⑷地球の自転する速さが一定であるから，
太陽の動く速さも一定になっている。
⑸日本では，兵庫県明石市を通る東経 135 度の
経線で太陽が南中したときをもとに正午の時
刻を定め，これを標準時としている。

67 ページ

14 ⑴ 夏至イ 冬至ウ ⑵ 11 時 57 分
⑶ 日の出㋐ 日の入り㋜
⑷ 1月 22 日㋗ 3月 22 日㋙ ⑸ Ｃ
⑹ ｂ ⑺ オ ⑻ ア
解説

⑴最も日の出の時刻が早いのが夏至，最も日の
出の時刻がおそいのが冬至である。
⑵（7時 02 分＋ 16 時 52 分）÷ 2＝ 11 時 57 分
⑶夏至の日には，太陽は最も北よりの東から出
て，最も北よりの西にしずむ。
⑷ 3月 22 日は春分の日に近く，ほぼ真西にし
ずむので㋙。1 月 22 日は冬至と春分の間に
あたる。冬至の日の入りは最も南よりに近い
西（㋖）にしずみ，それ以降は㋗→㋘→㋙と西
よりに変化していく。1月なので，冬至の位
置に近い㋗になる。

⑸図 3は夏の記録で，太陽は北よりの東からで
て南の空を通過し，北よりの西にしずむ。か
げの先はこれと反対の動きをする。
⑹Ｄが西，Ｂが東で，かげの先はｂ→ａと動く。
⑺冬には，太陽は南よりの東から出て南よりの
西にしずむので，かげはつねに北側にできる。
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※まっすぐ北側を動くのは春分・秋分。また，
冬のかげの先の動きは夏至のものとは交差し
ない。
⑻かげの長さは，太陽高度が低いほど長くなる。
日本と同じくらいの緯度の場合，同じ日でも，
北に位置する都市ほど南中高度が低く，南に
位置する都市ほど南中高度が高い。

2 月の形と動き

70 ページ 基本問題

1 ⑴ （ア）→ウ→オ→エ→イ→カ ⑵ ア
⑶ ウ
解説

アは新月から上げんの月の間の形だから，ウ
（上げんの月）→オ（満月）→エ（下げんの月）→イ
（下げんの月と新月の間の形）→カ（新月）とな
る。

2 ⑴ ウ ⑵ 見えない。 ⑶ 南
⑷ エ
解説

⑴月は東から出て西にしずむ。図の月は，しず
んでいると中の月を示している。
⑵正午ごろは太陽の光が強いので，月は見えな
い。
⑷午前 9時ごろに南西の空に見られたので，こ
の月は午前 6時ごろ南の空にあり，正午ごろ
西の地平線にしずむ下げんの月だと考えられ
る。下げんの月が見られた日の 3～ 4日後に
見られる月は，左側に細長くなっている月（三
日月と左右が反対の月）である。

71 ページ

3 　⑴ 南　　⑵　イ 　⑶　エ　　⑷　ウ
解説

⑴～⑶図は上げんの月。上げんの月は，正午ご
ろ東に出て（日中はあまり見えない），夕方ご
ろ南中し，真夜中ごろ西にしずむ。
⑷上げんの月から約１週間たつと，満月が見え
るようになる。また，月の南中時刻は１日に
約 50 分ずつおそくなるので，毎日同じ時刻
に月を観察すると，しだいに東よりにうつっ
ていく。

4 ⑴　Ｂ　　⑵　12 時間　　⑶　おそくな
る。　　⑷　右側が少し欠けている。

あたためるから，太陽が 1年で最も高い時期
と気温が 1年で最も高い時期はずれている。
⑹季節によって太陽の動きや昼の長さが変化す
るのは，地球が一定の角度でかたむいたまま
太陽のまわりを公転しているからである。

66 ページ 練習問題
12 ⑴ イ ⑵ 太陽は球形をしている。
⑶ 直接太陽を見ると目をいためるから。
解説

⑵黒点が動くことから，太陽が自転しているこ
ともわかる。

13 ⑴ Ｏ ⑵ 南中高度 ⑶ 同じになっ
ている。 ⑷ 地球が一定の速さで自転して
いること。 ⑸ ウ
解説

⑶，⑷地球の自転する速さが一定であるから，
太陽の動く速さも一定になっている。
⑸日本では，兵庫県明石市を通る東経 135 度の
経線で太陽が南中したときをもとに正午の時
刻を定め，これを標準時としている。

67 ページ

14 ⑴ 夏至イ 冬至ウ ⑵ 11 時 57 分
⑶ 日の出㋐ 日の入り㋜
⑷ 1月 22 日㋗ 3月 22 日㋙ ⑸ Ｃ
⑹ ｂ ⑺ オ ⑻ ア
解説

⑴最も日の出の時刻が早いのが夏至，最も日の
出の時刻がおそいのが冬至である。
⑵（7時 02 分＋ 16 時 52 分）÷ 2＝ 11 時 57 分
⑶夏至の日には，太陽は最も北よりの東から出
て，最も北よりの西にしずむ。
⑷ 3月 22 日は春分の日に近く，ほぼ真西にし
ずむので㋙。1 月 22 日は冬至と春分の間に
あたる。冬至の日の入りは最も南よりに近い
西（㋖）にしずみ，それ以降は㋗→㋘→㋙と西
よりに変化していく。1月なので，冬至の位
置に近い㋗になる。

⑸図 3は夏の記録で，太陽は北よりの東からで
て南の空を通過し，北よりの西にしずむ。か
げの先はこれと反対の動きをする。
⑹Ｄが西，Ｂが東で，かげの先はｂ→ａと動く。
⑺冬には，太陽は南よりの東から出て南よりの
西にしずむので，かげはつねに北側にできる。
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にあるときは下げんの月である。
⑵図 2の⑦は正午ごろの太陽の位置である。上
げんの月は，正午ごろ東から出る。
⑸三日月は日の入りごろ南西あたりの空に見ら
れ，日の入りの 2～ 3時間後に西にしずむ。
⑹満月から約１週間後に下げんの月，約 2週間
後に新月になるから，その間を選ぶ。
⑻地球（の北半球）から下げんの月が見えている
とき，月（の北半球）から地球を見ると，地球
は右半分が光る上げんの月のように見える。

チャレンジ
　コーナー 2 月と地球

74 ページ
㋒
解説

日の入りのころに東から出る月は満月なの
で，月に太陽の光があたって満月に見える位置
は㋒である。
イ→オ→ウ→ア→エ
解説

見える月の左側が東側，右側が西側なので，
月の左側からしだいに欠けていき，すべて月が
かくされた後，右側から明るくなっていく。
75 ページ
日食は地球上の月の影の部分で観測できる

が，月の影の大きさは地球より小さいから。
解説

日食を見るには，月の影が地球上にあって，
その影の中にいれば見ることができる。しかし，
月の影は地球よりも小さいので，ごく限られた
地域でしか見ることができない（月食は，月が
見えている地球上のすべての地いきで見ること
ができる）。
⑴ エ ⑵ オ
解説

⑴月が欠けはじめた状態で地平線から上ってき
て，見える月の左側が東側だから，月の左側
からしだいに影の部分が大きくなる。
⑵太陽より地球の方が月に近いので，月面から見
ると，太陽より地球の方が大きく見える。また，
Ａは地球の影で太陽が少し隠れている位置なの
で，太陽の一部が欠けて見えるオになる。

解説 　
⑴満月は夕方東から出て，真夜中ごろ南中し，
明け方に西にしずむ。
⑷満月になったあとに月はしだいに右側から欠
けていき，１週間たつと下げんの月，さらに
１週間たつと新月になる。

72 ページ 　練習問題
5 ⑴

⑵ Ｂア Ｃイ ⑶ エ
解説

⑴明け方に南中するのは，左半分が光る下げん
の月。下げんの月は，西にしずむときにげん
（平らな部分）が下になることから，この名が
ついている。
⑵下げんの月は真夜中ごろ東から出て，正午ご
ろ西にしずむ。
⑶下げんの月から約１週間たつと，新月になる。
また，月の南中時刻は，１日に約 50 分ずつ
おそくなる。

6 ⑴ 11 時 7 分ごろ ⑵ Ｃ ⑶ ウ
⑷ イ
解説

⑴（6時 0分＋ 16 時 14 分）÷ 2＝ 11 時 7 分
⑵上げんの月は，正午ごろ東から出る。
⑶月の出が日の入りと同じなのは満月である。
⑷満月は真夜中ごろ南中し，月の入りの時刻は
日の出ごろである。

73 ページ

7 ⑴ ウ ⑵ ① ⑶ 上げんの月
⑷ ⑤ ⑸ イ ⑹ ウ ⑺ ア
⑻ ウ
解説

⑴③の位置にあるときは上げんの月。①の位置
にあるときは新月，②の位置にあるときは三
日月，⑤の位置にあるときは満月，⑦の位置

30°

0°
東

Ｂ

南

Ａ

西

Ｃ

90°

60°
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※まっすぐ北側を動くのは春分・秋分。また，
冬のかげの先の動きは夏至のものとは交差し
ない。
⑻かげの長さは，太陽高度が低いほど長くなる。
日本と同じくらいの緯度の場合，同じ日でも，
北に位置する都市ほど南中高度が低く，南に
位置する都市ほど南中高度が高い。

2 月の形と動き

70 ページ 基本問題

1 ⑴ （ア）→ウ→オ→エ→イ→カ ⑵ ア
⑶ ウ
解説

アは新月から上げんの月の間の形だから，ウ
（上げんの月）→オ（満月）→エ（下げんの月）→イ
（下げんの月と新月の間の形）→カ（新月）とな
る。

2 ⑴ ウ ⑵ 見えない。 ⑶ 南
⑷ エ
解説

⑴月は東から出て西にしずむ。図の月は，しず
んでいると中の月を示している。
⑵正午ごろは太陽の光が強いので，月は見えな
い。
⑷午前 9時ごろに南西の空に見られたので，こ
の月は午前 6時ごろ南の空にあり，正午ごろ
西の地平線にしずむ下げんの月だと考えられ
る。下げんの月が見られた日の 3～ 4日後に
見られる月は，左側に細長くなっている月（三
日月と左右が反対の月）である。

71 ページ

3 ⑴ 南 ⑵ イ ⑶ エ ⑷ ウ
解説

⑴～⑶図は上げんの月。上げんの月は，正午ご
ろ東に出て（日中はあまり見えない），夕方ご
ろ南中し，真夜中ごろ西にしずむ。
⑷上げんの月から約１週間たつと，満月が見え
るようになる。また，月の南中時刻は１日に
約 50 分ずつおそくなるので，毎日同じ時刻
に月を観察すると，しだいに東よりにうつっ
ていく。

4 ⑴ Ｂ ⑵ 12 時間 ⑶ おそくな
る。 ⑷ 右側が少し欠けている。

あたためるから，太陽が 1年で最も高い時期
と気温が 1年で最も高い時期はずれている。
⑹季節によって太陽の動きや昼の長さが変化す
るのは，地球が一定の角度でかたむいたまま
太陽のまわりを公転しているからである。

66 ページ 練習問題
12 ⑴ イ ⑵ 太陽は球形をしている。
⑶ 直接太陽を見ると目をいためるから。
解説

⑵黒点が動くことから，太陽が自転しているこ
ともわかる。

13 ⑴ Ｏ ⑵ 南中高度 ⑶ 同じになっ
ている。 ⑷ 地球が一定の速さで自転して
いること。 ⑸ ウ
解説

⑶，⑷地球の自転する速さが一定であるから，
太陽の動く速さも一定になっている。
⑸日本では，兵庫県明石市を通る東経 135 度の
経線で太陽が南中したときをもとに正午の時
刻を定め，これを標準時としている。

67 ページ

14 ⑴ 夏至イ 冬至ウ ⑵ 11 時 57 分
⑶ 日の出㋐ 日の入り㋜
⑷ 1月 22 日㋗ 3月 22 日㋙ ⑸ Ｃ
⑹ ｂ ⑺ オ ⑻ ア
解説

⑴最も日の出の時刻が早いのが夏至，最も日の
出の時刻がおそいのが冬至である。
⑵（7時 02 分＋ 16 時 52 分）÷ 2＝ 11 時 57 分
⑶夏至の日には，太陽は最も北よりの東から出
て，最も北よりの西にしずむ。
⑷ 3月 22 日は春分の日に近く，ほぼ真西にし
ずむので㋙。1 月 22 日は冬至と春分の間に
あたる。冬至の日の入りは最も南よりに近い
西（㋖）にしずみ，それ以降は㋗→㋘→㋙と西
よりに変化していく。1月なので，冬至の位
置に近い㋗になる。

⑸図 3は夏の記録で，太陽は北よりの東からで
て南の空を通過し，北よりの西にしずむ。か
げの先はこれと反対の動きをする。
⑹Ｄが西，Ｂが東で，かげの先はｂ→ａと動く。
⑺冬には，太陽は南よりの東から出て南よりの
西にしずむので，かげはつねに北側にできる。

MJ小6理科解答.indd   12 2009/12/19   19:06:00

SAM
PLE




